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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】外部装置からのデータを用いることなく光コヒ
ーレンストモグラフィに関する倍率補正を行う眼科装置
及びプログラムを提供する。
【解決手段】眼科装置は、データ収集部と、分布データ
作成部２３１と、補正値算出部２３２と、倍率補正部２
３３と、データ比較部２３４とを含む。データ収集部は
、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用し
て３次元データを収集する。分布データ作成部は、この
３次元データに基づいて、眼底における所定の計測値の
分布データを作成する。補正値算出部は、この３次元デ
ータを収集するための所定の条件に基づいて倍率補正値
を算出する。倍率補正部は、上記の所定の計測値につい
て予め作成された標準分布データの寸法と分布データの
寸法との少なくとも一方を倍率補正値に基づき変更する
。データ比較部は、倍率補正部により少なくとも一方の
寸法が変更された標準分布データと分布データとを比較
する。
【選択図】図６Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して３次元データを収集するデータ
収集部と、
　前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを作成する
分布データ作成部と、
　前記３次元データを収集するための所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値
算出部と、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸
法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部と、
　前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分
布データとを比較するデータ比較部と
　を含む眼科装置。
【請求項２】
　前記補正値算出部は、
　前記所定の条件に基づいて前記被検眼の眼軸長の推測値を算出する第１算出部を含み、
　少なくとも前記眼軸長の推測値に基づいて前記倍率補正値を算出する
　ことを特徴とする請求項１に記載の眼科装置。
【請求項３】
　前記被検眼に対する前記データ収集部のアライメントを行うためのアライメント部を更
に含み、
　前記データ収集部は、
　光源からの光を測定光と参照光とに分割し、前記測定光を前記眼底に投射し、前記測定
光の前記被検眼からの戻り光と前記参照光とを重ね合わせて干渉光を生成し、前記干渉光
を検出する干渉光学系と、
　前記測定光及び前記参照光の少なくとも一方の光路長を変更する光路長変更部と
　を含み、
　前記第１算出部は、少なくとも前記アライメントの結果と前記測定光の光路長と前記参
照光の光路長とに基づいて前記眼軸長の推測値を算出する
　ことを特徴とする請求項２に記載の眼科装置。
【請求項４】
　前記アライメント部は、前記被検眼に光束を投射して形成されるプルキンエ像に基づい
て前記アライメントを行い、
　前記第１算出部は、前記アライメント後における前記プルキンエ像と前記データ収集部
との間の相対位置と、前記３次元データが収集されたときの前記測定光の光路長及び前記
参照光の光路長と、予め設定された角膜曲率半径の標準値とに基づいて、前記眼軸長の推
測値を算出する
　ことを特徴とする請求項３に記載の眼科装置。
【請求項５】
　前記アライメント部は、前記被検眼を互いに異なる方向から撮影して取得された２以上
の前眼部像に基づいて前記アライメントを行い、
　前記第１算出部は、前記アライメント後における前記被検眼の瞳孔と前記データ収集部
との間の相対位置と、前記３次元データが収集されたときの前記測定光の光路長及び前記
参照光の光路長と、予め設定された角膜厚の標準値と、予め設定された前房深度の標準値
とに基づいて、前記眼軸長の推測値を算出する
　ことを特徴とする請求項３に記載の眼科装置。
【請求項６】
　前記補正値算出部は、
　前記所定の条件に基づいて前記被検眼の視度の推測値を算出する第２算出部を含み、
　少なくとも前記視度の推測値に基づいて前記倍率補正値を算出する



(3) JP 2019-54992 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の眼科装置。
【請求項７】
　前記データ収集部は、光源からの光を測定光と参照光とに分割し、前記測定光を前記眼
底に投射し、前記測定光の前記被検眼からの戻り光と前記参照光とを重ね合わせて干渉光
を生成し、前記干渉光を検出する干渉光学系を含み、
　前記干渉光学系のフォーカス調整を行うためのフォーカス調整部を更に含み、
　前記第２算出部は、前記干渉光学系のフォーカス状態に基づいて前記視度の推測値を算
出する
　ことを特徴とする請求項６に記載の眼科装置。
【請求項８】
　前記フォーカス調整部は、
　前記測定光の光路に配置された合焦レンズと、
　前記測定光の光路に沿って前記合焦レンズを移動する駆動部と
　を含み、
　前記第２算出部は、少なくとも前記測定光の光路における前記合焦レンズの位置に基づ
いて前記視度の推測値を算出する
　ことを特徴とする請求項７に記載の眼科装置。
【請求項９】
　前記フォーカス調整部は、前記眼底に光束を投射して形成される指標像を検出し、
　前記第２算出部は、前記指標像に基づいて前記視度の推測値を算出する
　ことを特徴とする請求項７に記載の眼科装置。
【請求項１０】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して３次元データを収集するデータ
収集部と、
　前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを作成する
分布データ作成部と、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前
記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補
填部と、
　前記補填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部と
　を含む眼科装置。
【請求項１１】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データと、前
記３次元データを収集するための所定の条件とを受け付ける受付部と、
　前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを作成する
分布データ作成部と、
　前記所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部と、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸
法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部と、
　前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分
布データとを比較するデータ比較部と
　を含む眼科装置。
【請求項１２】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データに基づ
き作成された前記眼底における所定の計測値の分布データと、前記３次元データを収集す
るための所定の条件とを受け付ける受付部と、
　前記所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部と、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸
法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部と、
　前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分
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布データとを比較するデータ比較部と
　を含む眼科装置。
【請求項１３】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データを受け
付ける受付部と、
　前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを作成する
分布データ作成部と、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前
記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補
填部と、
　前記補填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部と
　を含む眼科装置。
【請求項１４】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データに基づ
き作成された前記眼底における所定の計測値の分布データを受け付ける受付部と、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前
記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補
填部と、
　前記補填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部と
　を含む眼科装置。
【請求項１５】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データと、前
記３次元データを収集するための所定の条件とを受け付けたコンピュータを、
　前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを作成する
分布データ作成部、
　前記所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸
法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部、及び、
　前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分
布データとを比較するデータ比較部
　として機能させるプログラム。
【請求項１６】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データに基づ
き作成された前記眼底における所定の計測値の分布データと、前記３次元データを収集す
るための所定の条件とを受け付けたコンピュータを、
　前記所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸
法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部、及び、
　前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分
布データとを比較するデータ比較部
　として機能させるプログラム。
【請求項１７】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データを受け
付けたコンピュータを、
　前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを作成する
分布データ作成部、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前
記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補
填部、及び、
　前記補填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部
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　として機能させるプログラム。
【請求項１８】
　被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収集された３次元データに基づ
き作成された前記眼底における所定の計測値の分布データを受け付けたコンピュータを、
　前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前
記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補
填部、及び、
　前記補填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部
　として機能させるプログラム。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は眼科装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼科診療において、画像診断や画像解析の重要性が増してきている。特に、光コヒーレ
ンストモグラフィ（ＯＣＴ）の眼科への応用が、その傾向に拍車をかけている。ＯＣＴは
被検眼の３次元イメージングや３次元的な構造解析・機能解析を可能とし、例えば様々な
計測値の分布を取得するために威力を発揮している。計測値の分布の例として、眼底の層
組織の厚みの分布がある。被検眼について取得された層厚分布は、疾患の有無を判定する
ために、正常眼（健常眼）のデータと比較される。この正常眼のデータはノーマティブデ
ータなどと呼ばれる。
【０００３】
　層厚分布解析のような眼底構造解析の確度は、被検眼に起因する倍率誤差の影響を受け
る。例えば、ノーマティブデータ比較解析では、眼底の所定範囲における層厚分布が考慮
される。具体例として、緑内障診断では、視神経乳頭の周囲の所定範囲における所定層（
例えば、神経線維層、神経節細胞層など）の厚み分布や、中心窩を含む所定範囲における
所定層（例えば、神経線維層、神経節細胞層など）の厚み分布が考慮される。ここで、所
定範囲は予め設定されたサイズを有し、典型例として６ｍｍ×６ｍｍの範囲や９ｍｍ×９
ｍｍの範囲が適用される。
【０００４】
　このような解析を好適に行うには、眼底の所定範囲に対してＯＣＴスキャンを適用する
必要がある。しかし、同じスキャン条件でＯＣＴスキャンを行っても、実際にスキャンさ
れる眼底の範囲は、被検眼の眼軸長や屈折力（視度）によって変化する。
【０００５】
　例えば、図１に示すように、眼軸長Ｌ１の被検眼Ｅ１と眼軸長Ｌ２（＞Ｌ１）の被検眼
Ｅ２に対してＯＣＴ測定光が同じ角度θで入射した場合、被検眼Ｅ１の眼底における測定
光の投射位置の高さＹ１よりも、被検眼Ｅ２の眼底における測定光の投射位置の高さＹ２
の方が大きくなる（Ｙ２＞Ｙ１）。すなわち、眼軸長が長いほど、眼底における測定光の
投射位置の高さが大きくなる。一方、ＯＣＴスキャンのサイズは、測定光の最大偏向角で
定義される。したがって、ＯＣＴスキャンのサイズの条件が同じであっても、実際にスキ
ャンされる眼底の範囲は、眼軸長の値に応じて変化してしまう。視度についても同様であ
る。
【０００６】
　ノーマティブデータ比較解析では、眼底の所定範囲（つまり、既定サイズの範囲）にお
けるノーマティブデータが準備されている。ノーマティブデータは、例えば、標準的な眼
における眼底の所定範囲を分割してなる複数の領域のそれぞれに対して、正常眼の層厚の
標準値（例えば、当該領域における平均値）が割り当てられたデータである。このような
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ノーマティブデータと、被検眼について取得された層厚分布とが、前述した複数の領域の
それぞれについて比較される。また、被検眼の層厚分布から算出される統計値（例えば、
最大値、最小値、平均値、最頻値、中央値、レンジ（最大値と最小値との差）、標準偏差
、分散など）をノーマティブデータと比較することもできる。
【０００７】
　例えば緑内障眼では、神経線維層の菲薄化（欠損）が現れることがあり、ノーマティブ
データはこれを検出するための閾値を定義している。被検眼の眼軸長が標準的な範囲に属
する場合には、ノーマティブデータの定義範囲と被検眼について取得された層厚分布の範
囲とが実質的に一致するため、双方の比較を好適に行うことができる。
【０００８】
　これに対し、眼軸長が標準よりも長い被検眼（Ｅ２）においては、図２Ａに示すように
、被検眼について取得された層厚分布の範囲Ａ２が、ノーマティブデータの定義範囲Ａ０
よりも広くなる。一般的に神経線維層厚の値が眼底周辺部ほど小さくなることを考慮する
と、本来の範囲Ａ０よりも外側に位置する元々層厚が薄い部位を範囲Ａ２が含んでいるた
め、被検眼の神経線維層が本当は菲薄化していない場合であっても「菲薄化している」と
の比較結果が得られてしまう（偽陽性）。
【０００９】
　逆に、眼軸長が標準よりも短い被検眼においては、図２Ｂに示すように、被検眼につい
て取得された層厚分布の範囲Ａ３が、ノーマティブデータの定義範囲Ａ０よりも狭くなる
ため、被検眼の神経線維層が本当は菲薄化している場合であっても「菲薄化していない」
との比較結果が得られてしまう（偽陰性）。
【００１０】
　このような事態を防止するために、眼屈折力、角膜曲率半径、眼軸長などの眼球光学系
パラメータに基づいてＯＣＴに関する倍率補正を行う技術が提案されている（例えば、特
許文献１－７を参照）。しかし、このような従来の技術は、ＯＣＴデータを取得する装置
以外の眼科装置（外部装置）により取得されたデータを用いて倍率補正を行うものである
ため、健康診断や検診などスクリーニング検査に適用することや、外部装置を有しない施
設で行われる検査に適用することができないという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平１０－１７９５１７号公報
【特許文献２】特開２００６－１２２１６０号公報
【特許文献３】特開２００８－２０６６８４号公報
【特許文献４】特開２００９－０００３５４号公報
【特許文献５】特開２０１６－０４３１５５号公報
【特許文献６】特開平０８－２０６０８１号公報
【特許文献７】特開２００８－２３７２３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　この発明の目的は、外部装置からのデータを用いることなくＯＣＴに関する倍率補正を
行うことが可能な眼科装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　実施形態の第１の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して３次
元データを収集するデータ収集部と、前記３次元データに基づいて、前記眼底における所
定の計測値の分布データを作成する分布データ作成部と、前記３次元データを収集するた
めの所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部と、前記所定の計測値につ
いて予め作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸法との少なくとも一方を
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前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部と、前記倍率補正部により少なくとも一方の
寸法が変更された前記標準分布データと前記分布データとを比較するデータ比較部とを含
む眼科装置である。
【００１４】
　実施形態の第２の態様は、第１の態様の眼科装置であって、前記補正値算出部は、前記
所定の条件に基づいて前記被検眼の眼軸長の推測値を算出する第１算出部を含み、少なく
とも前記眼軸長の推測値に基づいて前記倍率補正値を算出することを特徴とする。
【００１５】
　実施形態の第３の態様は、第２の態様の眼科装置であって、前記被検眼に対する前記デ
ータ収集部のアライメントを行うためのアライメント部を更に含み、前記データ収集部は
、光源からの光を測定光と参照光とに分割し、前記測定光を前記眼底に投射し、前記測定
光の前記被検眼からの戻り光と前記参照光とを重ね合わせて干渉光を生成し、前記干渉光
を検出する干渉光学系と、前記測定光及び前記参照光の少なくとも一方の光路長を変更す
る光路長変更部とを含み、前記第１算出部は、少なくとも前記アライメントの結果と前記
測定光の光路長と前記参照光の光路長とに基づいて前記眼軸長の推測値を算出することを
特徴とする。
【００１６】
　実施形態の第４の態様は、第３の態様の眼科装置であって、前記アライメント部は、前
記被検眼に光束を投射して形成されるプルキンエ像に基づいて前記アライメントを行い、
前記第１算出部は、前記アライメント後における前記プルキンエ像と前記データ収集部と
の間の相対位置と、前記３次元データが収集されたときの前記測定光の光路長及び前記参
照光の光路長と、予め設定された角膜曲率半径の標準値とに基づいて、前記眼軸長の推測
値を算出することを特徴とする。
【００１７】
　実施形態の第５の態様は、第３の態様の眼科装置であって、前記アライメント部は、前
記被検眼を互いに異なる方向から撮影して取得された２以上の前眼部像に基づいて前記ア
ライメントを行い、前記第１算出部は、前記アライメント後における前記被検眼の瞳孔と
前記データ収集部との間の相対位置と、前記３次元データが収集されたときの前記測定光
の光路長及び前記参照光の光路長と、予め設定された角膜厚の標準値と、予め設定された
前房深度の標準値とに基づいて、前記眼軸長の推測値を算出することを特徴とする。
【００１８】
　実施形態の第６の態様は、第１～第５の態様のいずれかの眼科装置であって、前記補正
値算出部は、前記所定の条件に基づいて前記被検眼の視度の推測値を算出する第２算出部
を含み、少なくとも前記視度の推測値に基づいて前記倍率補正値を算出することを特徴と
する。
【００１９】
　実施形態の第７の態様は、第６の態様の眼科装置であって、前記データ収集部は、光源
からの光を測定光と参照光とに分割し、前記測定光を前記眼底に投射し、前記測定光の前
記被検眼からの戻り光と前記参照光とを重ね合わせて干渉光を生成し、前記干渉光を検出
する干渉光学系を含み、前記干渉光学系のフォーカス調整を行うためのフォーカス調整部
を更に含み、前記第２算出部は、前記干渉光学系のフォーカス状態に基づいて前記視度の
推測値を算出することを特徴とする。
【００２０】
　実施形態の第８の態様は、第７の態様の眼科装置であって、前記フォーカス調整部は、
前記測定光の光路に配置された合焦レンズと、前記測定光の光路に沿って前記合焦レンズ
を移動する駆動部とを含み、前記第２算出部は、少なくとも前記測定光の光路における前
記合焦レンズの位置に基づいて前記視度の推測値を算出することを特徴とする。
【００２１】
　実施形態の第９の態様は、第７の態様の眼科装置であって、前記フォーカス調整部は、
前記眼底に光束を投射して形成される指標像を検出し、前記第２算出部は、前記指標像に
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基づいて前記視度の推測値を算出することを特徴とする。
【００２２】
　実施形態の第１０の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して３
次元データを収集するデータ収集部と、前記３次元データに基づいて、前記眼底における
所定の計測値の分布データを作成する分布データ作成部と、前記所定の計測値について予
め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前記分布データが含まない場合、
所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補填部と、前記補填後の前記分布
データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部とを含む眼科装置である。
【００２３】
　実施形態の第１１の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データと、前記３次元データを収集するための所定の条件とを受け付ける
受付部と、前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布データを
作成する分布データ作成部と、前記所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算
出部と、前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布デー
タの寸法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部と、前記倍率
補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分布データと
を比較するデータ比較部とを含む眼科装置である。
【００２４】
　実施形態の第１２の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データに基づき作成された前記眼底における所定の計測値の分布データと
、前記３次元データを収集するための所定の条件とを受け付ける受付部と、前記所定の条
件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部と、前記所定の計測値について予め作成
された標準分布データの寸法と前記分布データの寸法との少なくとも一方を前記倍率補正
値に基づき変更する倍率補正部と、前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更さ
れた前記標準分布データと前記分布データとを比較するデータ比較部とを含む眼科装置で
ある。
【００２５】
　実施形態の第１３の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データを受け付ける受付部と、前記３次元データに基づいて、前記眼底に
おける所定の計測値の分布データを作成する分布データ作成部と、前記所定の計測値につ
いて予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前記分布データが含まない
場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補填部と、前記補填後の前
記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部とを含む眼科装置である。
【００２６】
　実施形態の第１４の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データに基づき作成された前記眼底における所定の計測値の分布データを
受け付ける受付部と、前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に
対応するデータを前記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布データ
を補填するデータ補填部と、前記補填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較
するデータ比較部とを含む眼科装置である。
【００２７】
　実施形態の第１５の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データと、前記３次元データを収集するための所定の条件とを受け付けた
コンピュータを、前記３次元データに基づいて、前記眼底における所定の計測値の分布デ
ータを作成する分布データ作成部、前記所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正
値算出部、前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの寸法と前記分布デ
ータの寸法との少なくとも一方を前記倍率補正値に基づき変更する倍率補正部、及び、前
記倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された前記標準分布データと前記分布デ
ータとを比較するデータ比較部として機能させるプログラムである。
【００２８】
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　実施形態の第１６の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データに基づき作成された前記眼底における所定の計測値の分布データと
、前記３次元データを収集するための所定の条件とを受け付けたコンピュータを、前記所
定の条件に基づいて倍率補正値を算出する補正値算出部、前記所定の計測値について予め
作成された標準分布データの寸法と前記分布データの寸法との少なくとも一方を前記倍率
補正値に基づき変更する倍率補正部、及び、前記倍率補正部により少なくとも一方の寸法
が変更された前記標準分布データと前記分布データとを比較するデータ比較部として機能
させるプログラムである。
【００２９】
　実施形態の第１７の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データを受け付けたコンピュータを、前記３次元データに基づいて、前記
眼底における所定の計測値の分布データを作成する分布データ作成部、前記所定の計測値
について予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを前記分布データが含ま
ない場合、所定の情報に基づいて前記分布データを補填するデータ補填部、及び、前記補
填後の前記分布データと前記標準分布データとを比較するデータ比較部として機能させる
プログラムである。
【００３０】
　実施形態の第１８の態様は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィを適用して収
集された３次元データに基づき作成された前記眼底における所定の計測値の分布データを
受け付けたコンピュータを、前記所定の計測値について予め作成された標準分布データの
一部に対応するデータを前記分布データが含まない場合、所定の情報に基づいて前記分布
データを補填するデータ補填部、及び、前記補填後の前記分布データと前記標準分布デー
タとを比較するデータ比較部として機能させるプログラムである。
【発明の効果】
【００３１】
　実施形態によれば、外部装置からのデータを用いることなくＯＣＴに関する倍率補正を
行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】背景技術を説明するための概略図である。
【図２Ａ】背景技術を説明するための概略図である。
【図２Ｂ】背景技術を説明するための概略図である。
【図３】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図４】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図５】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図６Ａ】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図６Ｂ】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図７】実施形態に係る眼科装置の動作の一例を表すフローチャートである。
【図８】実施形態に係る眼科装置が実行する処理の一例を説明するための概略図である。
【図９】実施形態に係る眼科装置が実行する処理の一例を説明するための概略図である。
【図１０Ａ】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図１０Ｂ】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図１１】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【図１２】実施形態に係る眼科装置の構成の一例を表す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　例示的な実施形態に係る眼科装置及びプログラムについて図面を参照しながら詳細に説
明する。実施形態に係る眼科装置は、ＯＣＴを生体眼に適用して取得されたデータを解析
する機能を有する。この解析機能は、例えばノーマティブデータ比較解析を実行可能であ
る。本明細書にて引用された文献の開示内容を含む任意の公知技術を、実施形態に援用す
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ることが可能である。
【００３４】
　以下に説明する例示的な実施形態では、フーリエドメインＯＣＴ（特にスウェプトソー
スＯＣＴ）を用いて生体眼の眼底を計測することが可能な眼科装置について説明する。Ｏ
ＣＴのタイプはスウェプトソースには限定されず、例えばスペクトラルドメインＯＣＴ又
はタイムドメインＯＣＴであってもよい。実施形態の眼科装置はＯＣＴ装置と眼底カメラ
を組み合わせた装置であるが、眼底カメラ以外の眼底撮影装置とＯＣＴ装置とを組み合わ
せてもよい。そのような眼底撮影装置の例として、走査型レーザー検眼鏡（ＳＬＯ）、ス
リットランプ顕微鏡、眼科手術用顕微鏡などがある。
【００３５】
〈第１実施形態〉
〈構成〉
　図３に示すように、眼科装置１は、眼底カメラユニット２、ＯＣＴユニット１００及び
演算制御ユニット２００を含む。眼底カメラユニット２には、被検眼の正面画像を取得す
るための光学系や機構が設けられている。ＯＣＴユニット１００には、ＯＣＴを実行する
ための光学系や機構の一部が設けられている。ＯＣＴを実行するための光学系や機構の他
の一部は、眼底カメラユニット２に設けられている。演算制御ユニット２００は、各種の
演算や制御を実行する１以上のプロセッサを含む。これらに加え、被検者の顔を支持する
ための部材（顎受け、額当て等）や、ＯＣＴの対象部位を切り替えるためのレンズユニッ
ト（例えば、前眼部ＯＣＴ用アタッチメント）等の任意の要素やユニットが眼科装置１に
設けられてもよい。
【００３６】
　本明細書において「プロセッサ」は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉ
ｒｃｕｉｔ）、プログラマブル論理デバイス（例えば、ＳＰＬＤ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｐｒｏ
ｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＣＰＬＤ（Ｃｏｍｐｌｅｘ　Ｐｒｏ
ｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒ
ａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ））等の回路を意味する。プロセッサは、例えば
、記憶回路や記憶装置に格納されているプログラムを読み出し実行することで、実施形態
に係る機能を実現する。
【００３７】
〈眼底カメラユニット２〉
　眼底カメラユニット２には、被検眼Ｅの眼底Ｅｆを撮影するための光学系が設けられて
いる。取得される眼底Ｅｆの画像（眼底像、眼底写真等と呼ばれる）は、観察画像、撮影
画像等の正面画像である。観察画像は、近赤外光を用いた動画撮影により得られる。撮影
画像は、可視領域のフラッシュ光を用いた静止画像である。
【００３８】
　眼底カメラユニット２は、照明光学系１０と撮影光学系３０とを含む。照明光学系１０
は被検眼Ｅに照明光を照射する。撮影光学系３０は、被検眼Ｅからの照明光の戻り光を検
出する。ＯＣＴユニット１００からの測定光は、眼底カメラユニット２内の光路を通じて
被検眼Ｅに導かれ、その戻り光は、同じ光路を通じてＯＣＴユニット１００に導かれる。
【００３９】
　照明光学系１０の観察光源１１から出力された光（観察照明光）は、凹面鏡１２により
反射され、集光レンズ１３を経由し、可視カットフィルタ１４を透過して近赤外光となる
。更に、観察照明光は、撮影光源１５の近傍にて一旦集束し、ミラー１６により反射され
、リレーレンズ系１７、リレーレンズ１８、絞り１９、及びリレーレンズ系２０を経由す
る。そして、観察照明光は、孔開きミラー２１の周辺部（孔部の周囲の領域）にて反射さ
れ、ダイクロイックミラー４６を透過し、対物レンズ２２により屈折されて被検眼Ｅ（眼
底Ｅｆ）を照明する。観察照明光の被検眼Ｅからの戻り光は、対物レンズ２２により屈折
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され、ダイクロイックミラー４６を透過し、孔開きミラー２１の中心領域に形成された孔
部を通過し、ダイクロイックミラー５５を透過し、撮影合焦レンズ３１を経由し、ミラー
３２により反射される。更に、この戻り光は、ハーフミラー３３Ａを透過し、ダイクロイ
ックミラー３３により反射され、結像レンズ３４によりイメージセンサ３５の受光面に結
像される。イメージセンサ３５は、所定のフレームレートで戻り光を検出する。なお、撮
影光学系３０のフォーカスは、眼底Ｅｆ又は前眼部に合致するように調整される。
【００４０】
　撮影光源１５から出力された光（撮影照明光）は、観察照明光と同様の経路を通って眼
底Ｅｆに照射される。被検眼Ｅからの撮影照明光の戻り光は、観察照明光の戻り光と同じ
経路を通ってダイクロイックミラー３３まで導かれ、ダイクロイックミラー３３を透過し
、ミラー３６により反射され、結像レンズ３７によりイメージセンサ３８の受光面に結像
される。
【００４１】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）３９は固視標（固視標画像）を表示する。ＬＣＤ３９から
出力された光束は、その一部がハーフミラー３３Ａに反射され、ミラー３２に反射され、
撮影合焦レンズ３１及びダイクロイックミラー５５を経由し、孔開きミラー２１の孔部を
通過する。孔開きミラー２１の孔部を通過した光束は、ダイクロイックミラー４６を透過
し、対物レンズ２２により屈折されて眼底Ｅｆに投射される。
【００４２】
　ＬＣＤ３９の画面上における固視標画像の表示位置を変更することにより、固視標によ
る被検眼Ｅの固視位置を変更できる。固視位置の例として、黄斑部を中心とする画像を取
得するための固視位置や、視神経乳頭を中心とする画像を取得するための固視位置や、黄
斑部と視神経乳頭との間の眼底中心を中心とする画像を取得するための固視位置や、黄斑
から大きく離れた部位（眼底周辺部）の画像を取得するための固視位置などがある。この
ような典型的な固視位置の少なくとも１つを指定するためのグラフィカルユーザーインタ
ーフェース（ＧＵＩ）等を設けることができる。また、固視位置（固視標の表示位置）を
マニュアルで移動するためのＧＵＩ等を設けることができる。
【００４３】
　固視位置を変更可能な固視標を被検眼Ｅに提示するための構成はＬＣＤ等の表示デバイ
スには限定されない。例えば、複数の発光部（発光ダイオード等）がマトリクス状（アレ
イ状）に配列された固視マトリクスを表示デバイスの代わりに採用することができる。こ
の場合、複数の発光部を選択的に点灯させることにより、固視標による被検眼Ｅの固視位
置を変更することができる。他の例として、移動可能な１以上の発光部によって、固視位
置を変更可能な固視標を生成することができる。
【００４４】
　アライメント光学系５０は、被検眼Ｅに対する光学系のアライメントに用いられるアラ
イメント指標を生成する。発光ダイオード（ＬＥＤ）５１から出力されたアライメント光
は、絞り５２、絞り５３、及びリレーレンズ５４を経由し、ダイクロイックミラー５５に
より反射され、孔開きミラー２１の孔部を通過し、ダイクロイックミラー４６を透過し、
対物レンズ２２を介して被検眼Ｅに投射される。アライメント光の被検眼Ｅからの戻り光
（角膜反射光等）は、観察照明光の戻り光と同じ経路を通ってイメージセンサ３５に導か
れる。その受光像（アライメント指標像）に基づいてマニュアルアライメントやオートア
ライメントを実行できる。
【００４５】
　従来と同様に、本例のアライメント指標像は、アライメント状態により位置が変化する
２つの輝点像からなる。被検眼Ｅと光学系との相対位置がｘｙ方向に変化すると、２つの
輝点像が一体的にｘｙ方向に変位する。被検眼Ｅと光学系との相対位置がｚ方向に変化す
ると、２つの輝点像の間の相対位置（距離）が変化する。ｚ方向における被検眼Ｅと光学
系との間の距離が既定のワーキングディスタンスに一致すると、２つの輝点像が重なり合
う。ｘｙ方向において被検眼Ｅの位置と光学系の位置とが一致すると、所定のアライメン
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トターゲット内又はその近傍に２つの輝点像が提示される。ｚ方向における被検眼Ｅと光
学系との間の距離がワーキングディスタンスに一致し、且つ、ｘｙ方向において被検眼Ｅ
の位置と光学系の位置とが一致すると、２つの輝点像が重なり合ってアライメントターゲ
ット内に提示される。
【００４６】
　オートアライメントでは、データ処理部２３０が、２つの輝点像の位置を検出し、主制
御部２１１が、２つの輝点像とアライメントターゲットとの位置関係に基づいて後述の移
動機構１５０を制御する。マニュアルアライメントでは、主制御部２１１が、被検眼Ｅの
観察画像とともに２つの輝点像を表示部２４１に表示させ、ユーザーが、表示された２つ
の輝点像を参照しながら操作部２４２を用いて移動機構１５０を動作させる。
【００４７】
　フォーカス光学系６０は、被検眼Ｅに対するフォーカス調整に用いられるスプリット指
標を生成する。撮影光学系３０の光路（撮影光路）に沿った撮影合焦レンズ３１の移動に
連動して、フォーカス光学系６０は照明光学系１０の光路（照明光路）に沿って移動され
る。反射棒６７は、照明光路に対して挿脱される。フォーカス調整を行う際には、反射棒
６７の反射面が照明光路に傾斜配置される。ＬＥＤ６１から出力されたフォーカス光は、
リレーレンズ６２を通過し、スプリット指標板６３により２つの光束に分離され、二孔絞
り６４を通過し、ミラー６５により反射され、集光レンズ６６により反射棒６７の反射面
に一旦結像されて反射される。更に、フォーカス光は、リレーレンズ２０を経由し、孔開
きミラー２１に反射され、ダイクロイックミラー４６を透過し、対物レンズ２２を介して
被検眼Ｅに投射される。フォーカス光の被検眼Ｅからの戻り光（眼底反射光等）は、アラ
イメント光の戻り光と同じ経路を通ってイメージセンサ３５に導かれる。その受光像（ス
プリット指標像）に基づいてマニュアルフォーカシングやオートフォーカシングを実行で
きる。
【００４８】
　孔開きミラー２１とダイクロイックミラー５５との間の撮影光路に、視度補正レンズ７
０及び７１を選択的に挿入することができる。視度補正レンズ７０は、強度遠視を補正す
るためのプラスレンズ（凸レンズ）である。視度補正レンズ７１は、強度近視を補正する
ためのマイナスレンズ（凹レンズ）である。
【００４９】
　ダイクロイックミラー４６は、眼底撮影用光路とＯＣＴ用光路（測定アーム）とを合成
する。ダイクロイックミラー４６は、ＯＣＴに用いられる波長帯の光を反射し、眼底撮影
用の光を透過させる。測定アームには、ＯＣＴユニット１００側から順に、コリメータレ
ンズユニット４０、リトロリフレクタ４１、分散補償部材４２、ＯＣＴ合焦レンズ４３、
光スキャナ４４、及びリレーレンズ４５が設けられている。
【００５０】
　リトロリフレクタ４１は、図３に示す矢印の方向に移動可能とされ、それにより測定ア
ームの長さが変更される。測定アーム長の変更は、例えば、眼軸長に応じた光路長補正や
、干渉状態の調整などに利用される。
【００５１】
　分散補償部材４２は、参照アームに配置された分散補償部材１１３（後述）とともに、
測定光ＬＳの分散特性と参照光ＬＲの分散特性とを合わせるよう作用する。
【００５２】
　ＯＣＴ合焦レンズ４３は、測定アームのフォーカス調整を行うために測定アームに沿っ
て移動される。撮影合焦レンズ３１の移動、フォーカス光学系６０の移動、及びＯＣＴ合
焦レンズ４３の移動を連係的に制御することができる。
【００５３】
　光スキャナ４４は、実質的に、被検眼Ｅの瞳孔と光学的に共役な位置に配置される。光
スキャナ４４は、測定アームにより導かれる測定光ＬＳを偏向する。光スキャナ４４は、
例えば、２次元走査が可能なガルバノスキャナである。
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【００５４】
〈ＯＣＴユニット１００〉
　図４に例示するように、ＯＣＴユニット１００には、スウェプトソースＯＣＴを実行す
るための光学系が設けられている。この光学系は干渉光学系を含む。この干渉光学系は、
波長可変光源（波長掃引型光源）からの光を測定光と参照光とに分割し、被検眼Ｅからの
測定光の戻り光と参照光路を経由した参照光とを干渉させて干渉光を生成し、この干渉光
を検出する。干渉光学系により得られた検出結果（検出信号）は、干渉光のスペクトルを
表す信号であり、演算制御ユニット２００に送られる。
【００５５】
　光源ユニット１０１は、例えば、出射光の波長を高速で変化させる近赤外波長可変レー
ザーを含む。光源ユニット１０１から出力された光Ｌ０は、光ファイバ１０２により偏波
コントローラ１０３に導かれてその偏光状態が調整される。更に、光Ｌ０は、光ファイバ
１０４によりファイバカプラ１０５に導かれて測定光ＬＳと参照光ＬＲとに分割される。
測定光ＬＳの光路は測定アームなどと呼ばれ、参照光ＬＲの光路は参照アームなどと呼ば
れる。
【００５６】
　参照光ＬＲは、光ファイバ１１０によりコリメータ１１１に導かれて平行光束に変換さ
れ、光路長補正部材１１２及び分散補償部材１１３を経由し、リトロリフレクタ１１４に
導かれる。光路長補正部材１１２は、参照光ＬＲの光路長と測定光ＬＳの光路長とを合わ
せるよう作用する。分散補償部材１１３は、測定アームに配置された分散補償部材４２と
ともに、参照光ＬＲと測定光ＬＳとの間の分散特性を合わせるよう作用する。リトロリフ
レクタ１１４は、これに入射する参照光ＬＲの光路に沿って移動可能であり、それにより
参照アームの長さが変更される。参照アーム長の変更は、例えば、眼軸長に応じた光路長
補正や、干渉状態の調整などに利用される。
【００５７】
　リトロリフレクタ１１４を経由した参照光ＬＲは、分散補償部材１１３及び光路長補正
部材１１２を経由し、コリメータ１１６によって平行光束から集束光束に変換され、光フ
ァイバ１１７に入射する。光ファイバ１１７に入射した参照光ＬＲは、偏波コントローラ
１１８に導かれてその偏光状態が調整され、光ファイバ１１９を通じてアッテネータ１２
０に導かれてその光量が調整され、光ファイバ１２１を通じてファイバカプラ１２２に導
かれる。
【００５８】
　一方、ファイバカプラ１０５により生成された測定光ＬＳは、光ファイバ１２７により
導かれてコリメータレンズユニット４０により平行光束に変換され、リトロリフレクタ４
１、分散補償部材４２、ＯＣＴ合焦レンズ４３、光スキャナ４４及びリレーレンズ４５を
経由し、ダイクロイックミラー４６により反射され、対物レンズ２２により屈折されて被
検眼Ｅに投射される。測定光ＬＳは、被検眼Ｅの様々な深さ位置において散乱・反射され
る。測定光ＬＳの被検眼Ｅからの戻り光は、往路と同じ経路を逆向きに進行してファイバ
カプラ１０５に導かれ、光ファイバ１２８を経由してファイバカプラ１２２に到達する。
【００５９】
　ファイバカプラ１２２は、光ファイバ１２８を介して入射された測定光ＬＳと、光ファ
イバ１２１を介して入射された参照光ＬＲとを重ね合わせて干渉光を生成する。ファイバ
カプラ１２２は、生成された干渉光を所定の分岐比（例えば１：１）で分岐することで一
対の干渉光ＬＣを生成する。一対の干渉光ＬＣは、それぞれ光ファイバ１２３及び１２４
を通じて検出器１２５に導かれる。
【００６０】
　検出器１２５は、例えばバランスドフォトダイオードを含む。バランスドフォトダイオ
ードは、一対の干渉光ＬＣをそれぞれ検出する一対のフォトディテクタを有し、これらに
より得られた一対の検出結果の差分を出力する。検出器１２５は、この出力（検出信号）
をデータ収集システム（ＤＡＱ）１３０に送る。
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【００６１】
　データ収集システム１３０には、光源ユニット１０１からクロックＫＣが供給される。
クロックＫＣは、光源ユニット１０１において、波長可変光源により所定の波長範囲内で
掃引される各波長の出力タイミングに同期して生成される。光源ユニット１０１は、例え
ば、各出力波長の光Ｌ０を分岐して２つの分岐光を生成し、これら分岐光の一方を光学的
に遅延させ、これら分岐光を合成し、得られた合成光を検出し、その検出結果に基づいて
クロックＫＣを生成する。データ収集システム１３０は、検出器１２５から入力される検
出信号のサンプリングをクロックＫＣに基づいて実行する。データ収集システム１３０は
、このサンプリングの結果を演算制御ユニット２００に送る。
【００６２】
　本例では、測定アーム長を変更するための要素（例えば、リトロリフレクタ４１）と、
参照アーム長を変更するための要素（例えば、リトロリフレクタ１１４、又は参照ミラー
）との双方が設けられているが、一方の要素のみが設けられていてもよい。また、測定ア
ーム長と参照アーム長との間の差（光路長差）を変更するための要素はこれらに限定され
ず、任意の要素（光学部材、機構など）であってよい。
【００６３】
〈制御系〉
　眼科装置１の制御系の構成例を図５、図６Ａ及び図６Ｂに示す。制御部２１０、画像形
成部２２０及びデータ処理部２３０は、例えば演算制御ユニット２００に設けられる。
【００６４】
〈制御部２１０〉
　制御部２１０は、各種の制御を実行する。制御部２１０は、主制御部２１１と記憶部２
１２とを含む。
【００６５】
〈主制御部２１１〉
　主制御部２１１は、プロセッサを含み、眼科装置１の各要素（図３～図６Ｂに示された
要素を含む）を制御する。
【００６６】
　撮影光路に配置された撮影合焦レンズ３１と照明光路に配置されたフォーカス光学系６
０とは、主制御部２１１の制御の下に、図示しない撮影合焦駆動部によって移動される。
測定アームに設けられたリトロリフレクタ４１は、主制御部２１１の制御の下に、リトロ
リフレクタ（ＲＲ）駆動部４１Ａによって移動される。測定アームに配置されたＯＣＴ合
焦レンズ４３は、主制御部２１１の制御の下に、ＯＣＴ合焦駆動部４３Ａによって移動さ
れる。測定アームに設けられた光スキャナ４４は、主制御部２１１の制御の下に動作する
。参照アームに配置されたリトロリフレクタ１１４は、主制御部２１１の制御の下に、リ
トロリフレクタ（ＲＲ）駆動部１１４Ａによって移動される。これら駆動部のそれぞれは
、主制御部２１１の制御の下に動作するパルスモータ等のアクチュエータを含む。
【００６７】
　移動機構１５０は、例えば、少なくとも眼底カメラユニット２を３次元的に移動する。
典型的な例において、移動機構１５０は、±ｘ方向（左右方向）に移動可能なｘステージ
と、ｘステージを移動するｘ移動機構と、±ｙ方向（上下方向）に移動可能なｙステージ
と、ｙステージを移動するｙ移動機構と、±ｚ方向（奥行き方向）に移動可能なｚステー
ジと、ｚステージを移動するｚ移動機構とを含む。これら移動機構のそれぞれは、主制御
部２１１の制御の下に動作するパルスモータ等のアクチュエータを含む。
【００６８】
〈記憶部２１２〉
　記憶部２１２は各種のデータを記憶する。記憶部２１２に記憶されるデータとしては、
ＯＣＴ画像や眼底像や被検眼情報などがある。被検眼情報は、患者ＩＤや氏名などの被検
者情報や、左眼／右眼の識別情報や、電子カルテ情報などを含む。
【００６９】
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　本実施形態では、予め作成された標準分布データが記憶部２１２に記憶される。標準分
布データは、ＯＣＴを利用した画像診断や画像解析において参照される所定の計測値の分
布を表すデータである。所定の計測値は、典型的には、網膜の所定の層組織（例えば、神
経線維層、神経節細胞層）の厚みである。ただし、所定の計測値は層厚に限定されない。
【００７０】
　標準分布データは、例えば、多数の正常眼から取得された所定の計測値のサンプルを統
計的に処理して得られた値である。典型的には、標準分布データは、多数の正常眼の眼底
にＯＣＴを適用して取得された層厚値のサンプルから算出された正常範囲の分布を表す。
正常範囲は、例えば、サンプルの平均値を含むように設定される。このように正常眼に基
づき作成された標準分布データはノーマティブデータと呼ばれる。なお、特定疾患を患っ
ている複数の眼に基づいて標準分布データを作成してもよい。
【００７１】
　標準分布データは、例えば、眼底の所定部位を含む所定範囲における分布である。典型
的には、標準分布データは、中心窩が中心に配置された６ｍｍ×６ｍｍの矩形領域を格子
状に区分して形成された複数の区画のそれぞれに対して、正常眼の層厚値の正常範囲を割
り当てることによって作成される。このような標準分布データを、図６Ａ及び図６Ｂに示
すノーマティブデータ４００として採用することができる。ノーマティブデータ４００は
、公知のデータであってよい。
【００７２】
　また、疾患毎に標準分布データを設けて選択的に使用することや、被検者の属性（例え
ば、年齢層）毎に標準分布データを設けて選択的に使用することや、被検眼の属性（例え
ば、強度近視眼とそれ以外）毎に標準分布データを設けて選択的に使用することが可能で
ある。
【００７３】
〈画像形成部２２０〉
　画像形成部２２０は、データ収集システム１３０から入力された信号（サンプリングデ
ータ）に基づいて、眼底ＥｆのＯＣＴ画像データを形成する。ＯＣＴ画像データは、例え
ば、Ｂスキャン画像データ（２次元断層像データ）である。ＯＣＴ画像データを形成する
処理は、従来のフーリエドメインＯＣＴと同様に、ノイズ除去（ノイズ低減）、フィルタ
処理、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）などを含む。他のタイプのＯＣＴ装置の場合、画像形
成部２２０は、そのタイプに応じた公知の処理を実行する。画像形成部２２０はプロセッ
サを含む。なお、この明細書では、「画像データ」と、それに基づく「画像」とを同一視
することがある。
【００７４】
〈データ処理部２３０〉
　データ処理部２３０は、画像形成部２２０により形成された画像に対して各種の画像処
理や解析処理を施す。例えば、データ処理部２３０は、画像の輝度補正や分散補正等の各
種の補正処理を実行可能に構成される。また、データ処理部２３０は、眼底カメラユニッ
ト２により得られた画像（眼底像、前眼部像等）に対して各種の画像処理や解析処理を施
すことができる。
【００７５】
　データ処理部２３０は、眼底Ｅｆの３次元画像データを形成することができる。３次元
画像データとは、３次元座標系により画素の位置が定義された画像データを意味する。３
次元画像データの例として、スタックデータやボリュームデータがある。
【００７６】
　スタックデータは、複数の走査線に沿って得られた複数の断層像を、走査線の位置関係
に基づいて３次元的に配列させて得られた画像データである。すなわち、スタックデータ
は、元々個別の２次元座標系により定義されていた複数の断層像を、１つの３次元座標系
により表現する（つまり、１つの３次元空間に埋め込む）ことにより得られた画像データ
である。
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【００７７】
　ボリュームデータは、３次元的に配列されたボクセルを画素とする画像データであり、
ボクセルデータとも呼ばれる。ボリュームデータは、スタックデータに補間処理やボクセ
ル化処理などを適用することで形成される。
【００７８】
　データ処理部２３０は、３次元画像データに対してレンダリング処理を施すことで、表
示用の画像を形成することができる。適用可能なレンダリング法の例として、ボリューム
レンダリング、サーフェスレンダリング、最大値投影（ＭＩＰ）、最小値投影（ＭｉｎＩ
Ｐ）、多断面再構成（ＭＰＲ）などがある。
【００７９】
　図６Ａ及び図６Ｂのそれぞれは、データ処理部２３０の構成の例を示す。データ処理部
２３０は、分布データ作成部２３１と、補正値算出部２３２と、倍率補正部２３３と、デ
ータ比較部２３４とを含む。以下、主として、図６Ａに示す例を説明する。
【００８０】
〈分布データ作成部２３１〉
　本実施形態では、眼底Ｅｆに対して３次元スキャン（ボリュームスキャンなどとも呼ば
れる）が適用される。３次元スキャンとは、眼底Ｅｆの３次元領域に対するＯＣＴスキャ
ンである。３次元スキャンの態様は任意であってよく、例えばラスタースキャンが採用さ
れる。眼科装置１（画像形成部２２０及びデータ処理部２３０）は、３次元スキャンによ
り収集されたデータ（３次元データ）を処理して３次元画像データを構築する。
【００８１】
　分布データ作成部２３１は、構築された３次元画像データに基づいて、眼底Ｅｆにおけ
る所定の計測値の分布データを作成する。前述したように、所定の計測値は、ＯＣＴを利
用した画像診断や画像解析において参照され、標準分布データが表す計測値と同じである
。本例では、所定の計測値が網膜の所定の層組織（例えば、神経線維層、神経節細胞層）
の厚みであり、且つ、標準分布データがノーマティブデータ４００である場合について説
明する。ただし、所定の計測値は層厚に限定されない。分布データ作成部２３１により作
成された分布データが、図６Ａ及び図６Ｂに示す分布データ３００となる。
【００８２】
　本例において、分布データ作成部２３１は、眼底Ｅｆの網膜における所定の層組織の厚
みの分布を表す層厚分布データを作成する。そのために分布データ作成部２３１が実行す
る処理の内容は任意である。
【００８３】
　例えば、従来と同様に、分布データ作成部２３１は、３次元画像データにセグメンテー
ションを適用して３次元画像データを複数の部分画像データに分割する処理と、これら部
分画像データのうちから所定の層組織に相当する部分画像データを特定する処理と、特定
された部分画像データに基づいて複数の位置における所定の層組織の厚みを求める処理と
を含む。
【００８４】
〈補正値算出部２３２〉
　補正値算出部２３２は、３次元ＯＣＴスキャンによって眼底Ｅｆの３次元データを収集
するための所定の条件に基づいて倍率補正値を算出する。
【００８５】
　補正値算出部２３２は、被検眼Ｅの眼軸長の推測値を算出する第１算出部２３２１と、
被検眼Ｅの視度（屈折力）の推測値を算出する第２算出部２３２２とを含む。補正値算出
部２３２は、眼軸長の推測値及び視度の推測値の少なくとも一方に基づいて倍率補正値を
求める。なお、倍率補正値の算出に用いられる値はこれらに限定されず、被検眼Ｅに関す
る任意の特性値であってよい。
【００８６】
　本例では、所定の条件は、アライメントに関する条件と、フォーカスに関する条件と、
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ＯＣＴ光路長に関する条件とを含む。アライメントに関する条件及びＯＣＴ光路長に関す
る条件は、第１算出部２３２１による眼軸長の推測値の算出に用いられる。フォーカスに
関する条件は、第２算出部２３２２による視度の推測値の算出に用いられる。
【００８７】
〈第１算出部２３２１〉
　第１算出部２３２１による眼軸長の推測値の算出について説明する。一例として、特許
文献７に記載された方法を適用することが可能である。すなわち、参照アームの光路長を
ＯＰＬＲとし、測定アームの光路長をＯＰＬＳとし、ワーキングディスタンスをＷＤとし
、測定光ＬＳが被検眼Ｅに入射した位置から眼底Ｅｆにおける測定光ＬＳの反射位置まで
の眼内距離をＤとすると、これらパラメータの間には次のような関係がある：ＯＰＬＲ＝
ＯＰＬＳ＋ＷＤ＋Ｄ。これより、眼内距離Ｄ（つまり眼軸長の推測値Ｄ）は次のように表
される：Ｄ＝ＯＰＬＲ－ＯＰＬＳ－ＷＤ。
【００８８】
　被検眼Ｅに対する眼科装置１の光学系のアライメントが好適に行なわれた場合、光学系
（対物レンズ２２）は、被検眼Ｅから－ｚ方向に既定のワーキングディスタンスＷＤだけ
離れた位置に配置される。このように、本例において、ワーキングディスタンスＷＤは予
め設定された定数であり、アライメントが完了したこと（更には、その後のトラッキング
が好適に行われていること）を条件として、光学系と被検眼Ｅとの距離がワーキングディ
スタンスＷＤに等しいと仮定され、この定数ＷＤが適用される。本例では、ワーキングデ
ィスタンスＷＤが、アライメントに関する条件に相当する。
【００８９】
　なお、アライメントに関する条件は、ワーキングディスタンスの既定値に限定されない
。例えば、被検眼Ｅを互いに異なる方向から撮影可能な２以上のカメラを利用してアライ
メントを行う場合のように、被検眼Ｅと光学系との間の距離（ｚ方向における距離）を求
めることが可能な構成が採用される場合、この距離の値をワーキングディスタンスＷＤの
代わりにアライメントに関する条件として用いることができる。
【００９０】
　一般に、眼底ＥｆのＯＣＴスキャンを行う前には、ＯＣＴ画像のフレーム内の所定の位
置に眼底Ｅｆの画像が表示されるように、干渉光学系の光路長調整が行われる。具体的に
は、測定アームの光路長及び参照アームの光路長の少なくとも一方が調整される。測定ア
ームの光路長の変更は、例えば、主制御部２１１による制御の下、リトロリフレクタ４１
及びリトロリフレクタ駆動部４１Ａによって行うことができる。また、参照アームの光路
長の変更は、主制御部２１１による制御の下、リトロリフレクタ１１４及びリトロリフレ
クタ駆動部１１４Ａによって行うことができる。
【００９１】
　リトロリフレクタ４１の位置又はリトロリフレクタ駆動部４１Ａのアクチュエータの動
作状態は、例えば、図示しない位置検出器（ポテンショメータ、エンコーダなど）を用い
て検出される。或いは、リトロリフレクタ駆動部４１ａに対する主制御部２１１の制御内
容（制御履歴）に基づいて、リトロリフレクタ４１の位置又はリトロリフレクタ駆動部４
１Ａのアクチュエータの動作状態を検出するように構成することもできる。
【００９２】
　また、リトロリフレクタ４１の位置又はリトロリフレクタ駆動部４１Ａのアクチュエー
タの動作状態と、測定アームの光路長の値とを予め対応付けることができる。この対応付
けは、例えば、測定アームの設計データに基づき行われる。この対応付けを表す対応情報
（テーブル情報、グラフ情報など）が予め作成され、例えば記憶部２１２に格納される。
第１算出部２３２１は、リトロリフレクタ４１の位置の検出結果（又は、リトロリフレク
タ駆動部４１Ａのアクチュエータの動作状態の検出結果）を受け、この位置に対応する光
路長の値を対応情報から求める。求められた光路長の値が測定アームの光路長ＯＰＬＳと
して用いられる。
【００９３】
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　同様の手法によって参照アームの光路長ＯＰＬＲを求めることができる。参照アームの
光路長ＯＰＬＲと測定アームの光路長ＯＰＬＳとが、ＯＣＴ光路長に関する条件に相当す
る。
【００９４】
　なお、測定アームの光路長及び参照アームの光路長の一方のみを変更可能である場合に
は、光路長が変更可能な一方のアームの光路長は例えば上記の要領で算出され、且つ、光
路長が固定された他方のアームの光路長としては既定の値（設計データ）が適用される。
【００９５】
　第１算出部２３２１は、このようにして求められた参照アームの光路長ＯＰＬＲ、測定
アームの光路長ＯＰＬＳ、及びワーキングディスタンスＷＤを、上記の演算式「Ｄ＝ＯＰ
ＬＲ－ＯＰＬＳ－ＷＤ」に代入することによって、眼軸長の推測値Ｄを算出することがで
きる。
【００９６】
〈第２算出部２３２２〉
　第２算出部２３２２による視度の推測値の算出について説明する。一般に、眼底Ｅｆの
ＯＣＴスキャンを行う前には、被検眼Ｅの視度（屈折力）に応じて、測定アームに配置さ
れたＯＣＴ合焦レンズ４３が、主制御部２１１の制御の下に、ＯＣＴ合焦駆動部４３Ａに
よって移動される。この処理は、例えば、スプリット指標を用いた眼底カメラユニット２
のオートフォーカス（つまり、撮影合焦レンズ３１及びフォーカス光学系６０の移動）の
結果に基づき行われる。例えば、本実施形態のオートフォーカスは、従来と同様に、撮影
合焦レンズ３１の移動と、フォーカス光学系６０の移動と、ＯＣＴ合焦レンズ４３の移動
との連係的な制御によって行われる。
【００９７】
　ＯＣＴ合焦レンズ４３の位置又はＯＣＴ合焦駆動部４３Ａの動作状態（又は、撮影合焦
レンズ３１の位置、若しくは、図示しない撮影合焦駆動部の動作状態）は、例えば、図示
しない位置検出器（ポテンショメータ、エンコーダなど）を用いて検出される。或いは、
ＯＣＴ合焦駆動部４３Ａ（又は、撮影合焦駆動部）に対する主制御部２１１の制御内容（
制御履歴）に基づいて、ＯＣＴ合焦レンズ４３の位置又はＯＣＴ合焦駆動部４３Ａの動作
状態（又は、撮影合焦レンズ３１の位置、若しくは、図示しない撮影合焦駆動部の動作状
態）を検出するように構成することもできる。撮影合焦レンズ３１とＯＣＴ合焦レンズ４
３とが互いに独立に動作するように構成してもよい。この場合、予備的なスキャンによっ
て得られた画像の評価値（例えば、コントラスト）に基づきＯＣＴ合焦レンズ４３の移動
量を決定するように構成することができる。
【００９８】
　また、ＯＣＴ合焦レンズ４３の位置又はＯＣＴ合焦駆動部４３Ａのアクチュエータの動
作状態（又は、撮影合焦レンズ３１の位置、若しくは、撮影合焦駆動部のアクチュエータ
の動作状態）と、眼の視度の値とを予め対応付けることができる。この対応付けは、例え
ば、光学系（測定アーム又は撮影光学系３０）の設計データに基づき行われる。この対応
付けを表す対応情報（テーブル情報、グラフ情報など）が予め作成され、例えば記憶部２
１２に格納される。第２算出部２３２２は、ＯＣＴ合焦レンズ４３の位置の検出結果（又
は、ＯＣＴ合焦駆動部４３Ａのアクチュエータの動作状態の検出結果、撮影合焦レンズ３
１の位置の検出結果、若しくは、撮影合焦駆動部のアクチュエータの動作状態の検出結果
）を受け、この位置に対応する視度の値を対応情報から求める。求められた視度の値が被
検眼Ｅの視度の推測値として用いられる。
【００９９】
　このようにして、補正値算出部２３２は、３次元ＯＣＴスキャンによって眼底Ｅｆの３
次元データを収集するための所定の条件から、眼軸長の推測値と、視度の推測値とを求め
ることができる。なお、補正値算出部２３２は、眼軸長の推測値及び視度の推測値の一方
のみを算出するように構成されてもよい。また、補正値算出部２３２により算出可能な推
測値は眼軸長の推測値及び視度の推測値には限定されず、倍率補正値を算出するために使
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用可能な被検眼Ｅの任意の特性の推測値であってよい。
【０１００】
　更に、補正値算出部２３２は、３次元データを収集するための所定の条件から算出され
た１以上の推測値に基づいて倍率補正値を算出することができる。この処理は、例えば、
特許文献３又は５に記載された倍率算出方法を利用して実行される。
【０１０１】
　倍率補正値は、所定の基準値に対する値として算出される。この基準値は、例えば、ノ
ーマティブデータ４００の寸法（例えば、６ｍｍ×６ｍｍ）に応じた値であってよい。こ
の場合、眼底Ｅｆの３次元スキャンは、（ｘ方向の寸法６ｍｍ）×（ｙ方向の寸法６ｍｍ
）の範囲を目標として実施される。前述したように、このような目標範囲を想定してスキ
ャンを行ったとしても、被検眼Ｅの眼軸長や視度の影響により、実際にスキャンされた範
囲が目標範囲よりも大きかったり小さかったりすることがある。
【０１０２】
　補正値算出部２３２により算出される倍率補正値は、被検眼Ｅの眼軸長の推測値や視度
の推測値を考慮して算出された、目標範囲に対する実際のスキャン範囲の比率に相当する
。換言すると、倍率補正値は、実際のスキャン範囲の寸法を目標範囲の寸法に合わせるた
めの補正係数であり、また、目標範囲の寸法を実際のスキャン範囲の寸法に合わせるため
の補正係数である。
【０１０３】
　倍率補正値の算出において、前述した１以上の推測値と異なる眼特性値を用いることが
できる。この眼特性値の例として、角膜曲率半径や眼内レンズ度数などがある。この眼特
性値は、例えば、眼科装置１により取得された値、模型眼などの標準値、又は、その他の
既定値であってよい。一例として、眼科装置１により被検眼Ｅの前眼部に対してＯＣＴが
適用された場合、この前眼部ＯＣＴで得られたデータから角膜曲率半径を求めることがで
きる。他の例として、グルストランド模型眼における角膜曲率半径の値を用いることがで
きる。更に他の例として、被検眼Ｅに移植されている眼内レンズの度数を電子カルテ等か
ら取得することができる。
【０１０４】
〈倍率補正部２３３〉
　倍率補正部２３３は、分布データ作成部２３１により作成された分布データ３００の寸
法と、ノーマティブデータ４００の寸法との少なくとも一方を、補正値算出部２３２によ
り算出された倍率補正値に基づき変更する。換言すると、倍率補正部２３３は、補正値算
出部２３２により算出された倍率補正値に基づいて、ノーマティブデータ４００と分布デ
ータ３００との間の相対的寸法を変更する。
【０１０５】
　前述したように、倍率補正値は、分布データ３００を作成するために実施された３次元
スキャンのスキャン範囲（ｘｙ平面における範囲）の寸法を、ノーマティブデータ４００
の寸法である目標範囲の寸法に合わせるための第１補正係数であり、また、ノーマティブ
データ４００の寸法である目標範囲の寸法を、分布データ３００を作成するために実施さ
れた３次元スキャンのスキャン範囲の寸法に合わせるための第２補正係数である。典型的
には、第１補正係数と第２補正係数とは逆数の関係にある。
【０１０６】
　一例において、倍率補正部２３３は、分布データ３００の寸法に倍率補正値（第１補正
係数）を乗算することで、分布データ３００の寸法をノーマティブデータ４００の寸法に
合わせることができる。他の例において、倍率補正部２３３は、ノーマティブデータ４０
０の寸法に倍率補正値（第２補正係数）を乗算することで、ノーマティブデータ４００の
寸法を分布データ３００の寸法に合わせることができる。更に他の例において、倍率補正
部２３３は、分布データ３００及びノーマティブデータ４００に（互いに異なる）補正係
数を乗算することで、分布データ３００の寸法とノーマティブデータ４００の寸法とを合
わせ込むことができる。
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【０１０７】
〈データ比較部２３４〉
　データ比較部２３４は、倍率補正部２３３により少なくとも一方の寸法が変更されたノ
ーマティブデータ４００と分布データ３００とを比較する。
【０１０８】
　例えば、倍率補正部２３３によりノーマティブデータ４００の寸法のみが変更された場
合、倍率補正部２３３は、寸法が変更されたノーマティブデータ４００と、分布データ３
００とを比較する。また、倍率補正部２３３により分布データ３００の寸法のみが変更さ
れた場合、データ比較部２３４は、寸法が変更された分布データ３００と、ノーマティブ
データ４００とを比較する。また、倍率補正部２３３によりノーマティブデータ４００の
寸法と分布データ３００の寸法の双方が変更された場合、データ比較部２３４は、寸法が
変更されたノーマティブデータ４００と、寸法が変更された分布データ３００とを比較す
る。いずれの場合においても、データ比較部２３４は、双方の寸法が略一致されたノーマ
ティブデータ４００と分布データ３００とを比較する。
【０１０９】
　データ比較部２３４が実行する比較処理は、従来のノーマティブデータ比較解析と同じ
要領で実行される。典型的な例として、ノーマティブデータ４００は、中心窩が中心に配
置された所定の寸法（例えば、６ｍｍ×６ｍｍ）の矩形領域について定義された標準分布
データであり、この矩形領域を格子状に区分して形成された複数の区画のそれぞれに、正
常眼の層厚値の正常範囲が割り当てられている。ここで、複数の正常範囲が段階的に設け
られていてもよい。また、正常範囲からズレ量に応じて１以上の異常度合が設定されてい
てもよい。
【０１１０】
　一方、分布データ３００は、例えば、ラスタースキャンが適用された眼底Ｅｆの矩形領
域内の複数の位置（典型的には、ラスタースキャンに含まれる複数のＡスキャンの位置）
のそれぞれに、その位置における層厚値（計測値）が割り当てられた計測データである。
【０１１１】
　ノーマティブデータ４００の寸法と分布データ３００の寸法とは、倍率補正部２３３に
よって略一致されている。データ比較部２３４は、ノーマティブデータ４００と分布デー
タ３００との間のレジストレーション（位置合わせ）を行う。
【０１１２】
　更に、データ比較部２３４は、分布データ３００を、ノーマティブデータ４００の複数
の区分に対応する複数の区分に分割する。
【０１１３】
　次に、データ比較部２３４は、分布データ３００の複数の区分のそれぞれに含まれる複
数の層厚値に基づく統計値を算出する。この統計値は、例えば、平均値、最大値、最小値
、最頻値、中央値、及び、レンジ（最大値と最小値との差）のいずれかである。典型的に
は、統計値は平均値である。
【０１１４】
　続いて、データ比較部２３４は、分布データ３００の複数の区分のそれぞれの平均値と
、この区分に対応するノーマティブデータ４００の区分に割り当てられた正常範囲（及び
異常範囲）とを比較する。
【０１１５】
　平均値が正常範囲に属する場合、分布データ３００の当該区分における層厚値は正常と
判定される。
【０１１６】
　一方、平均値が正常範囲に属さない場合、分布データ３００の当該区分における層厚値
は異常と判定される。このとき、予め設定された異常度合と平均値とを比較することで、
分布データ３００の当該区分における層厚値の異常度合を判定してもよい。換言すると、
２以上の異常範囲のうちのいずれの異常範囲に平均値が属するか判定することができる。
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【０１１７】
　また、データ比較部２３４は、分布データ３００の複数の区分のうちの２以上の区分に
おける平均値に基づいて統計値を算出することができる。この統計値は、例えば、最大値
、最小値、平均値、最頻値、中央値、レンジ、標準偏差、分散などであってよい。そして
、データ比較部２３４は、分布データ３００における２以上の区分に関する統計値と、ノ
ーマティブデータ４００において対応する２以上の区分に関する同種の統計値とを比較す
ることで、分布データ３００中の２以上の区分における層厚の正常／異常を判定すること
ができる。
【０１１８】
　データ比較部２３４による判定結果は、例えば、分布データ３００における層厚値の正
常、異常、異常度合などを色分けして提示した比較マップとして表示される。
【０１１９】
　なお、分布データ３００の寸法を変更する場合、分布データ３００の基となるデータの
寸法を変更するようにしてもよい。図６Ｂは、このような場合に適用可能なデータ処理部
２３０の構成の例を示す。図６Ｂに示す例では、倍率補正部２３３は、データ処理部２３
０により構築された３次元画像データ５００の寸法を変更する。分布データ作成部２３１
は、寸法が変更された３次元画像データ５００に基づいて分布データ３００を形成する。
データ比較部２３４は、寸法が変更された３次元画像データ５００に基づく分布データ３
００と、ノーマティブデータ４００とを比較する。
【０１２０】
　他の例において、３次元画像データの基となるデータの寸法を変更するように構成する
ことが可能である。例えば、３次元スキャンにより収集された３次元データの寸法を変更
することができる。或いは、３次元データから形成された複数の断層像（例えば、ラスタ
ースキャンでは複数のＢスキャン画像）の寸法と、これら断層像の相対的位置関係（配列
間隔）とを変更することができる。
【０１２１】
　このように、分布データ３００の基となるデータの寸法を変更する場合においても、結
果として分布データ３００の寸法が変更される。よって、分布データ３００の寸法の変更
（倍率補正）には、分布データ３００自体の倍率補正だけでなく、分布データ３００の基
となるデータの倍率補正も含まれる。
【０１２２】
〈動作〉
　眼科装置１の動作の例を説明する。なお、患者ＩＤの入力、固視標の提示、固視位置の
調整など、従来と同様の準備的な処理は、任意の段階で実施されるものとする。
【０１２３】
（Ｓ１：アライメント）
　まず、眼科装置１は、被検眼Ｅに対する光学系のアライメントを行う。本例では、アラ
イメント指標を用いたオートアライメントが実行される。ここで、干渉光学系（測定アー
ム）のフォーカス調整を更に行ってもよい。
【０１２４】
（Ｓ２：断層像を取得）
　ステップＳ１のアライメントが完了したら、眼科装置１は、眼底ＥｆにＯＣＴを適用し
て断層像を取得する。この処理は、所定のスキャンモードのＯＣＴスキャンを眼底Ｅｆに
適用するスキャンステップと、このＯＣＴスキャンにより収集されたデータから断層像を
形成する画像形成ステップとを含む。スキャンステップは、主制御部２１１が、ＯＣＴユ
ニット１００、光スキャナ４４などを制御することによって実行される。
【０１２５】
　このＯＣＴに適用されるスキャンモードは、例えば、後段のステップＳ６で行われる３
次元ＯＣＴが適用される眼底Ｅｆの領域を通過するＢスキャンである。一例として、３次
元ＯＣＴスキャンの適用範囲が、中心窩を中心とする６ｍｍ×６ｍｍの領域である場合、
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この領域の中心位置を通過するようにＢスキャンの位置を設定することができる。また、
Ｂスキャンの本数は、１以上の任意の数であってよい。例えば、それぞれがスキャン領域
の中心位置を通過する横スキャン（ｘ方向に沿うＢスキャン）と縦スキャン（ｙ方向に沿
うＢスキャン）とを実行することができる（つまり、クロススキャンであってよい）。
【０１２６】
　なお、ステップＳ２のＯＣＴに適用されるスキャンモードは、Ｂスキャン又は２以上の
Ｂスキャンの組み合わせに限定されない。例えば、サークルスキャンや３次元スキャンな
ど、任意のスキャンモードをステップＳ２のＯＣＴに適用することができる。
【０１２７】
（Ｓ３：断層像は良好か？）
　眼科装置１（例えば、データ処理部２３０）は、ステップＳ２において良好な断層像が
取得されたか否か判定する。この判定処理は、例えば、フレーム内における眼底Ｅｆの所
定組織の画像の位置（特に、ｚ方向における位置）の判定を少なくとも含み、干渉強度判
定や画質判定などを更に含んでいてもよい。位置判定の対象となる所定組織は、例えば、
眼底Ｅｆの表面（内境界膜）である。これらの判定処理は従来と同じ要領で実行される。
【０１２８】
　良好な断層像が取得されなかったと判定された場合（Ｓ３：Ｎｏ）、処理はステップＳ
４に移行する。一方、良好な断層像が取得されたと判定された場合（Ｓ３：Ｙｅｓ）、処
理はステップＳ６に移行する。
【０１２９】
（Ｓ４：干渉光学系の光路長補正）
　ステップＳ３において、良好な断層像が取得されなかったと判定された場合（Ｓ３：Ｎ
ｏ）、主制御部２１１は、測定アームの光路長補正及び参照アームの光路長補正の少なく
とも一方を実行する。この光路長補正は、眼底Ｅｆの所定組織の画像がフレームの所定範
囲内に描出されるように実行される。
【０１３０】
　光路長の補正量は、例えば、眼底Ｅｆの所定組織の描出位置とフレームの所定範囲との
間の位置関係に基づき、データ処理部２３０によって算出される。つまり、フレームの所
定範囲に対する眼底Ｅｆの所定組織の描出位置のズレに対応した補正量が算出される。
【０１３１】
　測定アームの光路長補正は、リトロリフレクタ４１を移動するためのリトロリフレクタ
駆動部４１Ａを主制御部２１１が制御することにより行われる。また、参照アームの光路
長補正は、リトロリフレクタ１１４を移動するためのリトロリフレクタ駆動部１１４Ａを
主制御部２１１が制御することにより行われる。
【０１３２】
（Ｓ５：干渉光学系のフォーカス調整）
　次に、主制御部２１１は、測定アームのフォーカス調整を行う。このフォーカス調整は
、例えば、前述した干渉強度判定や画質判定を利用して行われる。また、スプリット指標
を利用してフォーカス調整を行ってもよい。
【０１３３】
　干渉光学系の光路長補正及びフォーカス調整が行われると、処理はステップＳ３に戻っ
て新たな断層像が取得され、この新たな断層像が良好であるか判定が行われる。ステップ
Ｓ３及びＳ４は、ステップＳ３において「Ｙｅｓ」と判定されるまで繰り返される。なお
、例えば、繰り返し回数が所定回数に達したとき、又は、繰り返し処理の実行時間が所定
時間に達したとき、撮影エラーを出力させることができる。撮影エラーが出力された場合
、例えば、ステップＳ１からやり直したり、マニュアル調整に移行したりすることが可能
である。
【０１３４】
（Ｓ６：３次元ＯＣＴを実行）
　ステップＳ３において、良好な断層像が取得されたと判定された場合（Ｓ３：Ｙｅｓ）
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、眼科装置１は、眼底Ｅｆに３次元ＯＣＴを適用して３次元画像データ５００を取得する
。この処理は、所定の３次元スキャンモード（例えば、ラスタースキャン）のＯＣＴスキ
ャンを眼底Ｅｆに適用するスキャンステップと、このＯＣＴスキャンにより収集された３
次元データから３次元画像データ５００を形成する画像形成ステップとを含む。
【０１３５】
（Ｓ７：干渉光学系の光路長を検出）
　主制御部２１１は、ステップＳ６においてＯＣＴスキャンが適用されたときの干渉光学
系の光路長（測定アームの光路長、参照アームの光路長）を検出する。
【０１３６】
　測定アームの光路長が可変である場合、ステップＳ６においてＯＣＴスキャンが適用さ
れたときのリトロリフレクタ４１の位置に基づいて測定アームの光路長が求められる。同
様に、参照アームの光路長が可変である場合、ステップＳ６においてＯＣＴスキャンが適
用されたときのリトロリフレクタ１４１の位置に基づいて参照アームアームの光路長が求
められる。また、測定アーム（又は、参照アーム）の光路長が固定されている場合、例え
ば、記憶部２１２に予め記憶された光路長の値が参照される。
【０１３７】
（Ｓ８：ワーキングディスタンス値を取得）
　更に、主制御部２１１は、ステップＳ６においてＯＣＴスキャンが適用されたときのワ
ーキングディスタンスの値を取得する。本例では、例えば、記憶部２１２に予め記憶され
たワーキングディスタンスの既定値ＷＤが参照される。
【０１３８】
（Ｓ９：眼軸長の推測値を算出）
　第１算出部２３２１は、ステップＳ７で取得された測定アームの光路長及び参照アーム
の光路長と、ステップＳ８で取得されたワーキングディスタンス値とに基づいて、被検眼
Ｅの眼軸長の推測値を算出する。
【０１３９】
（Ｓ１０：合焦レンズの位置を検出）
　また、主制御部２１１は、ステップＳ６においてＯＣＴスキャンが適用されたときのＯ
ＣＴ合焦レンズ４３の位置を検出する。なお、ＯＣＴ合焦レンズ４３の移動と、撮影合焦
レンズ３１及びフォーカス光学系６０の移動とが連係的に実行される場合、撮影合焦レン
ズ３１の位置（又は、フォーカス光学系６０の位置）からＯＣＴ合焦レンズ４３の位置を
求めてもよい。
【０１４０】
　なお、ＯＣＴ合焦レンズ４３の位置の検出は、ＯＣＴ合焦レンズ４３自体の位置の検出
でもよいし、ＯＣＴ合焦駆動部４３Ａのアクチュエータの動作状態の検出でもよい。撮影
合焦レンズ３１の位置の検出や、フォーカス光学系６０の位置の検出においても同様であ
る。
【０１４１】
（Ｓ１１：視度の推測値を算出）
　第２算出部２３２２は、ステップＳ１０で取得されたＯＣＴ合焦レンズ４３の位置情報
に基づいて、被検眼Ｅの視度の推測値を算出する。
【０１４２】
（Ｓ１２：倍率補正値を算出）
　補正値算出部２３２は、ステップＳ９で算出された眼軸長の推測値と、ステップＳ１１
で算出された視度の推測値とに基づいて、倍率補正値を算出する。
【０１４３】
（Ｓ１３：３次元画像データの寸法を補正）
　倍率補正部２３３は、ステップＳ１２で算出された倍率補正値に基づいて、ステップＳ
６で構築された３次元画像データ５００の寸法を補正する。
【０１４４】
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（Ｓ１４：層厚分布データを作成）
　分布データ作成部２３１は、ステップＳ１３で寸法が補正された３次元画像データ５０
０に基づいて層厚分布データ（分布データ３００）を作成する。
【０１４５】
（Ｓ１５：層厚分布データとノーマティブデータを比較）
　データ比較部２３４は、ステップＳ１４で作成された層厚分布データ３００と、ノーマ
ティブデータ４００とを比較する。
【０１４６】
（Ｓ１６：比較マップを表示）
　主制御部２１１は、ステップＳ１５で得られた比較結果を表す比較マップを作成して表
示部２４１に表示させる（エンド）。
【０１４７】
　なお、図７に示す動作例は、図６Ｂに示すデータ処理部２３０が適用される場合に実行
可能である。これに対し、図６Ａに示すデータ処理部２３０が適用される場合には：分布
データ作成部２３１が、３次元画像データ５００に基づいて層厚分布データ３００を作成
し；補正値算出部２３２が倍率補正値を算出し；倍率補正部２３３が、層厚分布データ３
００及びノーマティブデータ４００の少なくとも一方の寸法を倍率補正値に基づき変更し
て、層厚分布データ３００の寸法とノーマティブデータ４００の寸法とを実質的に一致さ
せ；データ比較部２３４が、互いの寸法が実質的に一致された層厚分布データ３００とノ
ーマティブデータ４００との比較を実行し；主制御部２１１が、この比較結果を表す比較
マップを表示部２４１に表示させる。
【０１４８】
〈変型例〉
　上記の実施形態では、２つの輝点像からなるアライメント指標像を参照してアライメン
トを行っているが、眼科装置に適用可能なアライメント法はこれに限定されない。他のア
ライメント法が適用された眼科装置では、そのアライメント法に応じた方法で眼軸長の推
測値を算出することができる。
【０１４９】
　例えば、被検眼に光束を投射して形成される角膜反射像の虚像（プルキンエ像）を利用
したアライメント法がある（例えば、特開２００９－０２８２８７号公報を参照）。この
アライメント法が適用された眼科装置では、プルキンエ像の位置、つまり角膜の位置を基
準として、眼軸長の推測値を算出することができる。例えば、第１算出部２３２１は、ア
ライメント後におけるプルキンエ像と光学系との間の相対位置と、眼底Ｅｆの３次元デー
タが収集されたときの干渉光学系の光路長（測定アームの光路長、参照アームの光路長）
と、予め設定された角膜曲率半径の標準値とに基づいて、被検眼Ｅの眼軸長の推測値を算
出することができる。
【０１５０】
　アライメント状態が好適なとき、プルキンエ像が形成される位置は、角膜曲率半径の半
分の距離だけ角膜頂点から眼内方向に偏位した位置であることが知られている。ワーキン
グディスタンスは、プルキンエ像と光学系（対物レンズ２２）との間の距離として取得さ
れる。本例では、角膜曲率半径の標準値（又は、その半分の値）が記憶部２１２に予め記
憶される。標準値は、例えば、臨床的に得られた統計値、又は、グルストランド模型眼に
おける値などであってよい。
【０１５１】
　角膜曲率半径（標準値）をＲとし、参照アームの光路長をＯＰＬＲとし、測定アームの
光路長をＯＰＬＳとし、ワーキングディスタンスをＷＤとし、測定光ＬＳが被検眼Ｅに入
射した位置から眼底Ｅｆにおける測定光ＬＳの反射位置までの眼内距離をＤとすると、こ
れらパラメータの間には次のような関係がある：ＯＰＬＲ＝ＯＰＬＳ＋ＷＤ＋Ｄ－Ｒ／２
（図８を参照）。これより、眼内距離Ｄ（つまり眼軸長の推測値Ｄ）は次のように表され
る：Ｄ＝ＯＰＬＲ－ＯＰＬＳ－ＷＤ＋Ｒ／２。なお、図８の符号Ｐはプルキンエ像を示す
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。
【０１５２】
　第１算出部２３２１は、上記実施形態と同じ要領で求められた参照アームの光路長ＯＰ
ＬＲ、測定アームの光路長ＯＰＬＳ、及びワーキングディスタンスＷＤに加え、記憶部２
１２から読み出された角膜曲率半径Ｒを、上記の演算式「Ｄ＝ＯＰＬＲ－ＯＰＬＳ－ＷＤ
＋Ｒ／２」に代入することによって、眼軸長の推測値Ｄを算出することができる。
【０１５３】
　他のアライメント法として、被検眼Ｅを互いに異なる方向から撮影して取得された２以
上の前眼部像を利用したアライメント法がある（例えば、特開２０１３－２４８３７６号
公報を参照）。このアライメント法が適用された眼科装置では、前眼部の所定部位の位置
、例えば瞳孔の位置を基準として、眼軸長の推測値を算出することができる。例えば、第
１算出部２３２１は、アライメント後における被検眼Ｅの瞳孔と光学系との間の相対位置
と、眼底Ｅｆの３次元データが収集されたときの干渉光学系の光路長（測定アームの光路
長、参照アームの光路長）と、予め設定された角膜厚の標準値と、予め設定された前房深
度の標準値とに基づいて、被検眼Ｅの眼軸長の推測値を算出することができる。
【０１５４】
　このアライメント法によれば、例えば、ｘｙ方向においては、被検眼Ｅの瞳孔中心（瞳
孔重心）に光学系の光軸が一致され、且つ、ｚ方向においては、瞳孔中心と光学系（対物
レンズ２２）とが所定のワーキングディスタンスとなるように光学系が配置される。本例
では、角膜厚の標準値と、前房深度の標準値とが、記憶部２１２に予め記憶される。これ
ら標準値は、例えば、臨床的に得られた統計値、又は、グルストランド模型眼における値
などであってよい。
【０１５５】
　角膜厚（標準値）をＴとし、前房深度（標準値）をＣとし、参照アームの光路長をＯＰ
ＬＲとし、測定アームの光路長をＯＰＬＳとし、ワーキングディスタンスをＷＤとし、測
定光ＬＳが被検眼Ｅに入射した位置から眼底Ｅｆにおける測定光ＬＳの反射位置までの眼
内距離をＤとすると、これらパラメータの間には次のような関係がある：ＯＰＬＲ＝ＯＰ
ＬＳ＋ＷＤ＋Ｄ－Ｔ－Ｃ（図９を参照）。これより、眼内距離Ｄ（つまり眼軸長の推測値
Ｄ）は次のように表される：Ｄ＝ＯＰＬＲ－ＯＰＬＳ－ＷＤ＋Ｔ＋Ｃ。なお、図９に示す
符号Ｑは、瞳孔中心（瞳孔重心）を表す。
【０１５６】
　第１算出部２３２１は、上記実施形態と同じ要領で求められた参照アームの光路長ＯＰ
ＬＲ、測定アームの光路長ＯＰＬＳ、及びワーキングディスタンスＷＤに加え、記憶部２
１２から読み出された角膜厚Ｔと前房深度Ｃとを、上記の演算式「Ｄ＝ＯＰＬＲ－ＯＰＬ

Ｓ－ＷＤ＋Ｔ＋Ｃ」に代入することによって、眼軸長の推測値Ｄを算出することができる
。
【０１５７】
　上記の実施形態では、ＯＣＴ合焦レンズ４３の位置（又は、それと実質的に同等の情報
）に基づいて視度の推測値を求めているが、眼科装置に適用可能な手法はこれに限定され
ない。例えば、眼底Ｅｆに光束を投射して形成される指標像を検出し、この指標像に基づ
いて視度の推測値を算出することが可能である。
【０１５８】
　この指標像は、前述したスプリット指標像であってよい。従来と同様に、スプリット指
標像は、２つの輝線像からなり、眼底Ｅｆに対するフォーカス状態の変化に応じて２つの
輝線像の相対位置が変化する。好適なフォーカス状態が実現されたとき、２つの輝線像は
同じ直線上に配置される。
【０１５９】
　２つの輝線像は、例えば、眼底Ｅｆの観察画像とともに撮影光学系３０によって検出さ
れる。第２算出部２３２２は、観察画像を解析することで２つの輝線像を抽出し、２つの
輝線像の相対位置（相対的な偏位方向、相対的な偏位量）を求める。
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【０１６０】
　例えば、２つの輝線像の相対位置と、視度の値との関係を表す関係情報が、記憶部２１
２に予め記憶されている。関係情報に記録された視度の値は、例えば、所定の基準視度（
例えば、０ディオプタ）に対する視度のズレ量として定義されている。
【０１６１】
　第２算出部２３３２は、観察画像から抽出された２つの輝線像の相対位置に対応する視
度の値を、上記の関係情報から求める。この視度の値を、被検眼Ｅの視度の推測値として
用いることができる。
【０１６２】
〈作用・効果〉
　例示的な実施形態に係る眼科装置の作用及び効果について説明する。
【０１６３】
　本実施形態の眼科装置（１）は、データ収集部と、分布データ作成部と、補正値算出部
と、倍率補正部と、データ比較部とを含む。
【０１６４】
　データ収集部は、被検眼の眼底に光コヒーレンストモグラフィ（ＯＣＴ）を適用して３
次元データを収集する。ここで、ＯＣＴスキャンモードの種別は任意であり、その典型的
な例としてラスタースキャンがある。
【０１６５】
　本実施形態にて説明した構成において、データ収集部は、ＯＣＴを実行するための要素
群を含み、具体的には、ＯＣＴユニット１００に含まれる要素群、測定アームを形成する
要素群などを含む。
【０１６６】
　分布データ作成部は、データ収集部により収集された３次元データに基づいて、眼底に
おける所定の計測値の分布データを作成する。計測値の種別は任意であり、その典型的な
例として、眼底の所定の１以上の組織の厚み、眼底血管の血流パラメータ（血流速度、血
流量など）、眼底血管の密度などがある。
【０１６７】
　本実施形態にて説明した構成において、分布データ作成部は、データ収集部により収集
された３次元データから複数の断層像データを形成する画像形成部２２０、これら断層像
データから３次元画像データを構築するデータ処理部２３０の要素、この３次元画像デー
タから分布データを作成する分布データ作成部２３１などを含む。
【０１６８】
　補正値算出部は、データ収集部が３次元データを収集するための所定の条件に基づいて
倍率補正値を算出する。この条件の種別は任意であり、その典型的な例として、アライメ
ントに関する条件、フォーカスに関する条件、ＯＣＴ光学系（干渉光学系）の光路長に関
する条件などがある。ここで、光路長に関する条件としては、干渉光学系の測定アームの
光路長及び参照アームの光路長がある。本実施形態にて説明した構成において、補正値算
出部は、補正値算出部２３２を含む。
【０１６９】
　倍率補正部は、分布データが表す所定の計測値について予め作成された標準分布データ
の寸法と分布データの寸法との少なくとも一方を、補正値算出部により算出された倍率補
正値に基づき変更する。ここで、分布データの寸法を変更する場合、分布データ自体の寸
法を変更してもよいし、分布データの基になったデータ（例えば、３次元データ、断層像
データ、３次元画像データなど）の寸法を補正してもよい。標準分布データの種別は任意
であり、その典型的な例として、正常眼（健常眼）のサンプルに基づき作成されたノーマ
ティブデータ、特定の疾患の診断を受けた眼のサンプルに基づき作成された病眼データ（
例えば、強度近視眼データ、緑内障眼データ、加齢黄斑変性症眼データなど）、特定の属
性（年齢層、性別、人種、病歴など）を有する人の眼のサンプルに基づき作成されたデー
タなどがある。本実施形態にて説明した構成において、倍率補正部は、倍率補正部２３３
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を含む。
【０１７０】
　データ比較部は、倍率補正部により少なくとも一方の寸法が変更された標準分布データ
と分布データとを比較する。この比較処理は、典型的には、分布データ中の各データ（計
測値）に対応する標準分布データ中のデータ（標準計測値）を特定する処理と、互いに対
応関係にある計測値と標準計測値とを比較する処理とを含む。本実施形態にて説明した構
成において、データ比較部は、データ比較部２３４を含む。
【０１７１】
　このように構成された例示的な実施形態によれば、他の装置で取得されたデータを参照
することなく、分布データと標準分布データとの間の相対的な寸法調整（つまり、倍率補
正）を行うことができる。したがって、他の装置で取得されたデータを用いて倍率補正を
行う従来の技術と異なり、健康診断や検診などのスクリーニング検査に本実施形態を適用
することが可能である。また、外部装置を有しない施設で行われる検査に本実施形態を適
用することも可能である。
【０１７２】
　例示的な実施形態において、被検眼の眼軸長の推測値から倍率補正値を求めることが可
能である。そのために適用可能な構成の典型的な例において、補正値算出部は、データ収
集部が３次元データを収集するための所定の条件に基づいて被検眼の眼軸長の推測値を算
出する第１算出部を含んでいてよい。更に、補正値算出部は、少なくとも眼軸長の推測値
に基づいて倍率補正値を算出するように構成されていてよい。ここで、眼軸長の推測値は
、眼軸長を直接に計測する手法（例えば、眼軸長測定装置）で得られた値ではなく、間接
的な計測手法によって得られた値である。本実施形態にて説明した構成において、第１算
出部は、第１算出部２３２１を含む。
【０１７３】
　このような例示的な構成によれば、他の装置で取得された被検眼の眼軸長の計測値を参
照することなく、データ収集部が３次元データを収集するための所定の条件に基づいて算
出された眼軸長の推測値を用いて倍率補正を行うことが可能である。
【０１７４】
　更に、例示的な実施形態において、眼科装置は、被検眼に対するデータ収集部のアライ
メントを行うためのアライメント部を含んでいてよい。加えて、データ収集部は、干渉光
学系と、光路長変更部とを含んでいてよい。干渉光学系は、従来のＯＣＴ光学系と同様に
、光源からの光を測定光と参照光とに分割し、測定光を眼底に投射し、測定光の被検眼か
らの戻り光と参照光とを重ね合わせて干渉光を生成し、干渉光を検出するように構成され
ていてよい。光路長変更部は、測定光及び参照光の少なくとも一方の光路長を変更するよ
うに構成されていてよい。そして、第１算出部は、少なくともアライメントの結果と測定
光の光路長と参照光の光路長とに基づいて眼軸長の推測値を算出するように構成されてい
てよい。ここで、アライメントの結果とは、例えば、アライメントにより達成された状態
を表す任意のパラメータであってよい。
【０１７５】
　本実施形態にて説明した構成において、アライメント部は、アライメント光学系５０、
照明光学系１０、撮影光学系３０などを含む。また、干渉光学系は、光源ユニット１０１
からの光を測定光ＬＳと参照光ＬＲとに分割する要素（ファイバカプラ１０５）と、測定
光ＬＳを眼底Ｅｆに投射する要素群（つまり、測定アームを形成する要素群）と、測定光
ＬＳの被検眼Ｅからの戻り光と参照光ＬＲとを重ね合わせて干渉光ＬＣを生成する要素（
ファイバカプラ１２２）と、干渉光ＬＣを検出する要素（検出器１２５）とを含む。
【０１７６】
　このような例示的な構成によれば、アライメントに関する条件とＯＣＴ光路長に関する
条件とに基づいて被検眼の眼軸長の推測値を算出するように構成されているので、他の装
置で取得された被検眼の眼軸長の計測値を参照することなく倍率補正を行うことが可能で
ある。
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【０１７７】
　例示的な実施形態において、アライメント部は、被検眼に光束を投射して形成されるプ
ルキンエ像に基づいてアライメントを行うように構成されていてよい。更に、第１算出部
は、アライメント後におけるプルキンエ像とデータ収集部との間の相対位置と、データ収
集部により３次元データが収集されたときの測定光の光路長及び参照光の光路長と、予め
設定された角膜曲率半径の標準値とに基づいて、被検眼の眼軸長の推測値を算出するよう
に構成されていてよい。
【０１７８】
　ここで、アライメント後におけるプルキンエ像とデータ収集部との間の相対位置は、例
えば、プルキンエ像に基づくアライメントによって達成された状態におけるプルキンエ像
とデータ収集部との間の相対位置、又は、プルキンエ像に基づくアライメントによって達
成された状態を維持するためのトラッキングが行われているときのプルキンエ像とデータ
収集部との間の相対位置であってよい。角膜曲率半径の標準値は、角膜曲率半径の標準値
の半分の値であってもよい。また、標準値は、例えば、臨床的に得られた統計値、又は、
模型眼における値などであってよい。
【０１７９】
　このような例示的な構成によれば、プルキンエ像に基づくアライメントに関する条件（
例えば、プルキンエ像と光学系との間の距離として設定されたワーキングディスタンス）
と、ＯＣＴ光路長に関する条件と、角膜曲率半径の標準値とに基づいて、被検眼の眼軸長
の推測値を算出するように構成されているので、他の装置で取得された被検眼の眼軸長の
計測値を参照することなく倍率補正を行うことが可能である。
【０１８０】
　例示的な実施形態において、アライメント部は、被検眼を互いに異なる方向から撮影し
て取得された２以上の前眼部像に基づいてアライメントを行うように構成されていてよい
。更に、第１算出部は、アライメント後における被検眼の瞳孔とデータ収集部との間の相
対位置と、３次元データが収集されたときの測定光の光路長及び参照光の光路長と、予め
設定された角膜厚の標準値と、予め設定された前房深度の標準値とに基づいて、被検眼の
眼軸長の推測値を算出するように構成されていてよい。
【０１８１】
　ここで、アライメント後における被検眼の瞳孔とデータ収集部との間の相対位置は、例
えば、前眼部のステレオ撮影を利用したアライメントによって達成された状態における瞳
孔とデータ収集部との間の相対位置、又は、前眼部のステレオ撮影を利用したアライメン
トによって達成された状態を維持するためのトラッキングが行われているときの瞳孔とデ
ータ収集部との間の相対位置であってよい。角膜厚の標準値及び前房深度の標準値は、例
えば、臨床的に得られた統計値、又は、模型眼における値などであってよい。
【０１８２】
　このような例示的な構成によれば、前眼部のステレオ撮影を利用したアライメントに関
する条件（例えば、瞳孔中心と光学系との間の距離として設定されたワーキングディスタ
ンス）と、ＯＣＴ光路長に関する条件と、角膜厚の標準値と、前房深度の標準値とに基づ
いて、被検眼の眼軸長の推測値を算出するように構成されているので、他の装置で取得さ
れた被検眼の眼軸長の計測値を参照することなく倍率補正を行うことが可能である。
【０１８３】
　例示的な実施形態において、被検眼の視度の推測値から倍率補正値を求めることが可能
である。そのために適用可能な構成の典型的な例において、補正値算出部は、データ収集
部が３次元データを収集するための所定の条件に基づいて被検眼の視度の推測値を算出す
る第２算出部を含んでいてよい。更に、補正値算出部は、少なくとも視度の推測値に基づ
いて倍率補正値を算出するように構成されていてよい。ここで、視度の推測値は、視度（
眼屈折力）を直接に計測する手法（例えば、レフラクトメーター）で得られた値ではなく
、間接的な計測手法によって得られた値である。本実施形態にて説明した構成において、
第２算出部は、第２算出部２３２２を含む。
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【０１８４】
　このような例示的な構成によれば、他の装置で取得された被検眼の視度の計測値を参照
することなく、データ収集部が３次元データを収集するための所定の条件に基づいて算出
された視度の推測値を用いて倍率補正を行うことが可能である。
【０１８５】
　更に、例示的な実施形態において、データ収集部は、前述した干渉光学系を含んでいて
よい。加えて、眼科装置は、干渉光学系のフォーカス調整を行うためのフォーカス調整部
を含んでいてよい。また、第２算出部は、干渉光学系のフォーカス状態に基づいて被検眼
の視度の推測値を算出するように構成されていてよい。ここで、干渉光学系のフォーカス
状態とは、例えば、フォーカス調整により達成された状態を表す任意のパラメータであっ
てよい。本実施形態にて説明した構成において、フォーカス調整部は、フォーカス光学系
６０、照明光学系１０、撮影光学系３０などを含む。
【０１８６】
　このような例示的な構成によれば、フォーカスに関する条件に基づいて被検眼の視度の
推測値を算出するように構成されているので、他の装置で取得された被検眼の視度の計測
値を参照することなく倍率補正を行うことが可能である。
【０１８７】
　更に、例示的な実施形態において、フォーカス調整部は、測定光の光路に配置された合
焦レンズと、測定光の光路に沿って合焦レンズを移動する駆動部とを含んでいてよい。加
えて、第２算出部は、少なくとも測定光の光路における合焦レンズの位置に基づいて視度
の推測値を算出するように構成されていてよい。本実施形態にて説明した構成において、
合焦レンズはＯＣＴ合焦レンズ４３であり、且つ、駆動部はＯＣＴ合焦駆動部４３Ａであ
る。
【０１８８】
　このような例示的な構成によれば、フォーカスに関する条件としての合焦レンズの位置
に基づいて被検眼の視度の推測値を算出するように構成されているので、他の装置で取得
された被検眼の視度の計測値を参照することなく倍率補正を行うことが可能である。
【０１８９】
　また、例示的な実施形態において、フォーカス調整部は、眼底に光束を投射して形成さ
れる指標像を検出するように構成されていてよい。加えて、第２算出部は、検出された指
標像に基づいて視度の推測値を算出するように構成されていてよい。本実施形態にて説明
した構成において、指標像はスプリット指標像（２つの輝線像）である。
【０１９０】
　このような例示的な構成によれば、フォーカスに関する条件としての指標像の検出結果
に基づいて被検眼の視度の推測値を算出するように構成されているので、他の装置で取得
された被検眼の視度の計測値を参照することなく倍率補正を行うことが可能である。
【０１９１】
〈他の実施形態〉
　他の実施形態において、眼科装置はＯＣＴ機能を有していなくてもよい。この眼科装置
は、少なくとも、外部からデータを受け付ける受付部と、このデータを処理するプロセッ
サとを含む。その具体例として、コンピュータ（情報処理装置）、眼科検査装置、眼科撮
影装置などがある。このような眼科装置の構成例を図１０Ａ、図１０Ｂ、及び図１１に示
す。
【０１９２】
　図１０Ａに示す眼科装置６００は、分布データ作成部６３１と、補正値算出部６３２と
、倍率補正部６３３と、データ比較部６３４と、受付部６４０とを含む。
【０１９３】
　受付部６４０は、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集された３次元データと、この３
次元データを収集するための所定の条件とを受け付ける。３次元データと所定の条件とは
、例えば、前述した眼科装置１と同様のＯＣＴ機能を有する眼科装置（外部眼科装置と呼
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ぶ）によって取得される。眼科装置６００は、例えば、通信回線、記録媒体、若しくは他
の装置、又はこれらの任意の組み合わせを介して、外部眼科装置から３次元データと所定
の条件とを受け付けることができる。
【０１９４】
　通信回線の形態は任意であってよく、例えば、有線回線、無線回線、専用線、インター
ネット、ＷＡＮ、ＬＡＮなどのうちのいずれか１以上を含んでよい。通信回線を介してデ
ータを取得する場合、受付部６４０は、外部装置との間でデータ通信を行うための通信イ
ンターフェイスを含む。
【０１９５】
　記録媒体の種別は任意であってよく、例えば、磁気テープ、磁気ディスク、光ディスク
、光磁気ディスク、フラッシュメモリ、ソリッドステートドライブなど、任意の非一時的
な（non-transitory）記録媒体であってよい。記録媒体を介してデータを取得する場合、
受付部６４０は、記録媒体からデータを読み取る装置を含む。
【０１９６】
　分布データ作成部６３１は、受付部６４０により受け付けられた３次元データに基づい
て、眼底における所定の計測値の分布データ６６０を作成する。この処理は、前述した分
布データ作成部２３１と同じ要領で実行される。
【０１９７】
　補正値算出部６３２は、受付部６４０により受け付けられた所定の条件に基づいて倍率
補正値を算出する。この処理は、前述した補正値算出部２３２と同じ要領で実行される。
【０１９８】
　倍率補正部６３３は、分布データ６６０が表す所定の計測値について予め作成された標
準分布データ（ノーマティブデータ６７０）の寸法と分布データ６６０の寸法との少なく
とも一方を倍率補正値に基づき変更する。この処理は、前述した倍率補正部２３３と同じ
要領で実行される。
【０１９９】
　データ比較部６３４は、倍率補正部６３３により少なくとも一方の寸法が変更されたノ
ーマティブデータ６７０と分布データ６６０とを比較する。この処理は、前述したデータ
比較部２３４と同じ要領で実行される。
【０２００】
　このように構成された例示的な実施形態によれば、他の装置で取得されたデータを参照
することなく、分布データと標準分布データとの間の倍率補正を行うことが可能である。
【０２０１】
　前述した眼科装置１について説明された任意の事項を、本実施形態に係る眼科装置６０
０に組み合わせることが可能である。
【０２０２】
　図１０Ｂに示す眼科装置７００は、分布データ作成部７３１と、補正値算出部７３２と
、倍率補正部７３３と、データ比較部７３４と、受付部７４０とを含む。
【０２０３】
　受付部７４０は、前述した受付部６４０と同様に構成され、被検眼の眼底にＯＣＴを適
用して収集された３次元データ７５０と、３次元データ７５０を収集するための所定の条
件とを受け付ける。
【０２０４】
　補正値算出部７３２は、受付部７４０により受け付けられた所定の条件に基づいて倍率
補正値を算出する。この処理は、前述した補正値算出部２３２と同じ要領で実行される。
【０２０５】
　倍率補正部７３３は、受付部７４０により受け付けられた３次元データ７５０の寸法を
倍率補正値に基づき変更する。この処理は、前述した倍率補正部２３３と同じ要領で実行
される。
【０２０６】
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　分布データ作成部７３１は、倍率補正部７３３により寸法が変更された３次元データ７
５０に基づいて、眼底における所定の計測値の分布データ７６０を作成する。この処理は
、前述した分布データ作成部２３１と同じ要領で実行される。
【０２０７】
　データ比較部７３４は、分布データ作成部７３１により作成された分布データ７６０と
、分布データ７６０が表す所定の計測値について予め作成された標準分布データ（ノーマ
ティブデータ７７０）とを比較する。この処理は、前述したデータ比較部２３４と同じ要
領で実行される。
【０２０８】
　このように構成された例示的な実施形態によれば、他の装置で取得されたデータを参照
することなく、分布データと標準分布データとの間の倍率補正を行うことが可能である。
【０２０９】
　前述した眼科装置１について説明された任意の事項を、本実施形態に係る眼科装置７０
０に組み合わせることが可能である。
【０２１０】
　実施形態に係るプログラムは、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集された３次元デー
タと、この３次元データを収集するための所定の条件とを受け付けたコンピュータを、図
１０Ａ（又は図１０Ｂ）に示す分布データ作成部６３１（７３１）、補正値算出部６３２
（７３２）、倍率補正部６３３（７３３）、及びデータ比較部６３４（７３４）として機
能させる。このようなプログラムを非一時的な記録媒体に格納することができる。
【０２１１】
　図１１に示す眼科装置８００は、補正値算出部８３２と、倍率補正部８３３と、データ
比較部８３４と、受付部８４０とを含む。
【０２１２】
　受付部８４０は、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集された３次元データに基づき作
成された眼底における所定の計測値の分布データ８６０と、この３次元データを収集する
ための所定の条件とを受け付ける。受付部８４０は、前述した受付部６４０と同様に構成
される。
【０２１３】
　補正値算出部８３２は、受付部８４０により受け付けられた所定の条件に基づいて倍率
補正値を算出する。この処理は、前述した補正値算出部２３２と同じ要領で実行される。
【０２１４】
　倍率補正部８３３は、受付部８４０により受け付けられた分布データ８６０が表す所定
の計測値について予め作成された標準分布データ（ノーマティブデータ８７０）の寸法と
分布データ８６０の寸法との少なくとも一方を倍率補正値に基づき変更する。この処理は
、前述した倍率補正部２３３と同じ要領で実行される。
【０２１５】
　データ比較部８３４は、倍率補正部８３３により少なくとも一方の寸法が変更されたノ
ーマティブデータ８７０と分布データ８６０とを比較する。この処理は、前述したデータ
比較部２３４と同じ要領で実行される。
【０２１６】
　このように構成された例示的な実施形態によれば、他の装置で取得されたデータを参照
することなく、分布データと標準分布データとの間の倍率補正を行うことが可能である。
【０２１７】
　前述した眼科装置１について説明された任意の事項を、本実施形態に係る眼科装置８０
０に組み合わせることが可能である。
【０２１８】
　実施形態に係るプログラムは、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集された３次元デー
タと、この３次元データを収集するための所定の条件とを受け付けたコンピュータを、図
１１に示す補正値算出部８３２、倍率補正部８３３、及びデータ比較部８３４として機能
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させる。このようなプログラムを非一時的な記録媒体に格納することができる。
【０２１９】
　外部眼科装置と眼科装置６００（７００）の双方が倍率補正機能を有する場合、外部眼
科装置が３次元データに倍率補正を適用したか否かを示す情報を眼科装置６００（７００
）に入力することができる。この情報は、例えば、３次元データ及び所定の条件に付帯さ
れる。外部眼科装置により既に倍率補正が行われた場合、眼科装置６００（７００）は、
当該３次元データ又はそれに基づく分布データに対する倍率補正は行わない。或いは、眼
科装置６００（７００）は、外部眼科装置が当該３次元データに適用した倍率補正が適正
であるか確認することができる。一方、外部眼科装置による倍率補正が行われなかった場
合、眼科装置６００（７００）は、当該３次元データ又はそれに基づく分布データに対す
る倍率補正を実行する。
【０２２０】
　同様に、外部眼科装置と眼科装置８００の双方が倍率補正機能を有する場合、外部眼科
装置が分布データに倍率補正を適用したか否かを示す情報を眼科装置８００に入力するこ
とができる。この情報は、例えば、分布データ及び所定の条件に付帯される。外部眼科装
置により既に倍率補正が行われた場合、眼科装置８００は、当該分布データに対する倍率
補正は行わない。或いは、眼科装置８００は、外部眼科装置が当該分布データに適用した
倍率補正が適正であるか確認することができる。一方、外部眼科装置による倍率補正が行
われなかった場合、眼科装置８００は、当該分布データに対する倍率補正を実行する。
【０２２１】
〈第２実施形態〉
　分布データが表す眼底の範囲が標準分布データの定義範囲と大きく異なる場合など、第
１実施形態で説明した倍率補正では対応できない場合がある。本実施形態は、例えばこの
ような場合に適用可能である。
【０２２２】
　本実施形態に係る眼科装置１０００は、データ収集部１１００と、分布データ作成部１
２００と、データ補填部１３００と、データ比較部１４００とを含む。
【０２２３】
　データ収集部１１００は、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して３次元データを収集する。
この処理は、第１実施形態に係る眼科装置１のデータ収集部と同じ要領で実行される。
【０２２４】
　分布データ作成部１２００は、データ収集部１１００により収集された３次元データに
基づいて、眼底における所定の計測値の分布データを作成する。この処理は、第１実施形
態における分布データ作成部２３１と同じ要領で実行される。
【０２２５】
　分布データが表す所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応す
るデータを分布データが含まない場合、データ補填部１３００は、所定の情報に基づいて
この分布データを補填する。典型的な例において、所定の計測値は眼底の層厚値であり、
分布データは層厚分布データであり、標準分布データは層厚のノーマティブデータである
。
【０２２６】
　標準分布データの一部に対応するデータを分布データが含むか否かの判定は、任意のパ
ラメータを用いた任意の処理によって実行することができる。例えば、被検眼の眼軸長が
非常に短く、分布データが表す範囲が標準分布データの定義範囲よりも実質的に小さい場
合がある。このようなケースを考慮し、被検眼について事前に測定された眼軸長の値と既
定閾値とを比較し、眼軸長の測定値が既定閾値以下である場合に、補填処理を行うように
構成することができる。或いは、第１実施形態と同じ要領で取得された眼軸長の推測値と
既定閾値とを比較し、眼軸長の推測値が既定閾値以下である場合に、補填処理を行うよう
に構成することができる。なお、ＯＣＴスキャンが適用された範囲外の位置における計測
値を取得したい場合などにも、補填処理を適用することが可能である。
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【０２２７】
　補填処理の例を説明する。一例において、補填処理は、臨床データや解剖データに基づ
き予め作成された演算式を用いて実行される。この演算式は、例えば、眼軸長の値、視度
の値、眼底の所定部位（例えば、中心窩、視神経乳頭）からの距離、眼底の所定部位に対
する方向、眼底の形状（例えば、眼底表面の湾曲、所定組織の形状）など、１以上の任意
のパラメータを変数として定義される。更に、この演算式は、臨床データや解剖データに
基づき算出された係数を含んでいてよい。
【０２２８】
　データ補填部１３００は、被検眼について事前に行われた検査で得られたデータ（例え
ば、測定データ、撮影データ、解析データ）、３次元データを収集するための所定の条件
、画像データを取得するための所定の条件などから、１以上の所定のパラメータのそれぞ
れについての値を求め、求められた１以上のパラメータ値を上記演算式の変数として設定
する。データ補填部１３００は、１以上のパラメータ値が代入された上記演算式から、Ｏ
ＣＴスキャンが適用された範囲外の位置における計測値を算出することができる。
【０２２９】
　データ補填部１３００が実行可能な処理の他の例を説明する。本例では、人工知能技術
が利用される。本例のデータ補填部１３００は、例えば、知識獲得プロセッサと、推論プ
ロセッサとを含む。なお、知識獲得プロセッサは外部のコンピュータに設けられていても
よい。
【０２３０】
　知識獲得プロセッサ及び／又は推論プロセッサは、例えば、眼科装置１０００及び他の
眼科装置により取得された多数の分布データ、多数の画像データ、多数の解析データ、そ
の他の情報（例えば、被検者情報、電子カルテ情報、読影レポートなど、任意の医療情報
）などを処理することが可能である。
【０２３１】
　知識獲得プロセッサは、事前に収集されたデータに基づいて機械学習及びデータマイニ
ングの少なくとも一方を実行することにより知識を獲得する。獲得される知識は、眼底に
関する所定の計測値（例えば、層厚値）の分布に関する知識を含む。
【０２３２】
　機械学習及び／又はデータマイニングに用いられるデータは、任意の医学的知識、他の
学問に関する知識、学問以外の領域に関する知識を含んでよい。このような知識は、例え
ば、次のいずれかを含んでいてもよい：専門書（医学書など）に基づく知識；論文（医学
論文など）に基づく知識；公的組織又は民間組織により作成された情報（診療ガイドライ
ンなど）に基づく知識；辞書（医学辞書など）に基づく知識；コーパス（医学コーパスな
ど）に基づく知識；知識ベース（医学知識ベース）に基づく知識；他の機械学習により得
られた知識；他のデータマイニングにより得られた知識；これら以外の情報及び／又は方
法で得られた知識；これらのうちのいずれか２以上の組み合わせからの得られた知識。
【０２３３】
　また、機械学習及び／又はデータマイニングに用いられるデータは、上記のような知識
を得るために使用された情報やデータを含んでよい。例えば、機械学習及び／又はデータ
マイニングに用いられるデータは、医学書、医学論文、診療ガイドライン、医学辞書、医
学コーパス、医学知識ベース、機械学習のためのデータセット（学習データ、訓練データ
など）、データマイニングのためのデータセット（ビッグデータなど）などを含んでいて
もよい。
【０２３４】
　なお、知識とは、例えば、認識及び明示的表現が可能な情報を含み、経験的知識（経験
や学習により獲得した知識）及び理論的知識（専門的情報の理論的背景知識や体系）の少
なくとも一方を含む。典型的な知識として、事実、ルール、法則、判断基準、常識、ノウ
ハウ、辞書、コーパスなどがある。また、知識には、人工知能プロセッサ（人工知能エン
ジンなどとも呼ばれる）が実行する処理に関する情報が含まれてもよい。例えば、知識は
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、ニューラルネットワークにおける重みパラメータやバイアスパラメータを含んでいてよ
い。
【０２３５】
　機械学習において、知識獲得プロセッサは、例えば、上記のようにして収集されたデー
タを（主として統計的に）解析することで、このデータから規則、ルール、知識表現、判
断基準などを抽出し、抽出された情報に基づいて後述の推論のアルゴリズムを発展させる
。
【０２３６】
　知識獲得プロセッサに適用可能な機械学習アルゴリズムは任意である。機械学習アルゴ
リズムの例として、教師あり学習、教師なし学習、半教師あり学習、トランスダクション
、マルチタスク学習などがある。また、知識獲得プロセッサにより実行される機械学習に
適用可能な技法として、決定木学習、相関ルール学習、ニューラルネットワーク、遺伝的
プログラミング、帰納論理プログラミング、サポートベクターマシン、クラスタリング、
ベイジアンネットワーク、強化学習、表現学習などがある。
【０２３７】
　データマイニングにおいて、知識獲得プロセッサは、統計学、パターン認識、人工知能
などのデータ解析技法を上記のようなデータに適用することによって知識を獲得する。
【０２３８】
　知識獲得プロセッサにより実行されるデータマイニングに適用可能な解析手法として、
頻出パターン抽出、クラス分類、回帰分析、クラスタリングなどがある。
【０２３９】
　知識獲得プロセッサは、任意の画像処理や解析処理を実行可能であってよい。画像処理
の例として、画像の拡大・縮小、圧縮・伸長、回転、２値化、グレイスケール化、疑似カ
ラー化、コントラスト調整、平滑化、ヒストグラム、色情報抽出、ガンマ補正、色補正、
輪郭抽出（エッジ検出）、ノイズ除去、寸法計測、特徴抽出、パターン認識、レンダリン
グ、断面変換、特性マップ作成などがある。解析処理の例として、セグメンテーション、
所定組織の画像領域の特定、所定組織の厚み（層厚値）の算出、眼底の位置と層厚値との
間の関係の導出、眼底の複数の位置における複数の層厚値の間の関係の導出などがある。
【０２４０】
　本実施形態において、知識獲得プロセッサは、少なくとも、ＯＣＴ装置により取得され
た眼底の３次元画像データに基づいて、機械学習及びデータマイニングの少なくとも一方
を実行することができる。
【０２４１】
　知識獲得プロセッサにより獲得された知識は、所定の記憶装置に保存される。この記憶
装置には、知識獲得プロセッサにより獲得された知識だけでなく、前述した各種の知識や
、知識獲得処理にて使用されたデータが保存されてもよい。
【０２４２】
　推論プロセッサは、例えば、データ収集部１１００により収集された３次元データ、こ
の３次元データに基づき構築された３次元画像データ、この３次元画像データに基づき作
成された分布データのいずれかと、知識獲得プロセッサにより獲得された知識とに基づい
て、推論を実行する。
【０２４３】
　この推論は、分布データが含まないデータを求める処理である。例えば、分布データが
得られた眼底の範囲の外部の位置における所定の計測値（例えば、層厚値）を、当該分布
データから求める処理である。更に、この推論は、分布データが得られた眼底の範囲の外
部の位置であって標準分布データの定義範囲内の位置における所定の計測値を、当該分布
データから求める処理であってよい。このような推論によって、当該分布データに対する
補填処理が実行される。つまり、当該分布データを取得するためのＯＣＴスキャンの範囲
の外部における計測値を推測することができる。それにより、例えば、標準分布データの
定義範囲の一部に対応するデータのみを含む分布データから、標準分布データの定義範囲
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の全体に対応する分布データを作成することができる。
【０２４４】
　知識獲得プロセッサが機械学習を実行するように構成されている場合、推論プロセッサ
は、機械学習により発展された推論アルゴリズムを利用して推論を行うことが可能である
。
【０２４５】
　知識獲得プロセッサがデータマイニングを実行するように構成されている場合、推論プ
ロセッサは、データマイニングにより獲得された知識を利用して推論を行うことができる
。
【０２４６】
　知識獲得プロセッサが機械学習及びデータマイニングの双方を実行するように構成され
ている場合、推論プロセッサは、機械学習により発展された推論アルゴリズム及びデータ
マイニングにより獲得された知識の少なくとも一方を利用して推論を行うことができる。
【０２４７】
　なお、推論とは、例えば、既知情報から未知情報を導くことを意味する。推論には、演
繹推論（ｄｅｄｕｃｔｉｏｎ）、帰納推論（ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ）、発想推論（ａｂｄｕ
ｃｔｉｏｎ）、完全な知識に基づく推論、不完全な知識に基づく推論、オブジェクト知識
レベルの推論、メタ知識レベルの推論などが含まれる。推論は、医学的な知識、他の分野
における専門知識、一般的な知識、人工知能技術により獲得された知識などを利用して実
行される。
【０２４８】
　データ比較部１４００は、データ補填部１３００により補填された分布データと標準分
布データとを比較する。この処理は、第１実施形態におけるデータ比較部２３４と同じ要
領で実行される。
【０２４９】
　このように構成された例示的な実施形態によれば、第１実施形態に係る処理を好適に適
用できない場合であっても、分布データに補填処理を適用してノーマティブデータ比較解
析などを行うことが可能である。また、ＯＣＴスキャンが適用されていない位置における
計測値を取得したい場合などにおいても、分布データに補填処理を適用することが可能で
ある。
【０２５０】
　他の実施形態において、眼科装置はＯＣＴ機能を有していなくてもよい。この眼科装置
は、少なくとも、外部からデータを受け付ける受付部と、このデータを処理するプロセッ
サとを含む。その具体例として、コンピュータ（情報処理装置）、眼科検査装置、眼科撮
影装置などがある。
【０２５１】
　このような眼科装置の一例において、受付部は、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集
された３次元データを受け付ける。分布データ作成部は、この３次元データに基づいて、
眼底における所定の計測値の分布データを作成する。分布データが表す所定の計測値につ
いて予め作成された標準分布データの一部に対応するデータを分布データが含まない場合
、データ補填部は、所定の情報に基づいて分布データを補填する。データ比較部は、補填
後の分布データと標準分布データとを比較する。
【０２５２】
　他の例に係る眼科装置において、受付部は、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集され
た３次元データに基づき作成された眼底における所定の計測値の分布データを受け付ける
。分布データが表す所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対応す
るデータを分布データが含まない場合、データ補填部は、所定の情報に基づいて分布デー
タを補填する。データ比較部は、補填後の分布データと標準分布データとを比較する。
【０２５３】
　第１実施形態において説明された任意の事項を、本実施形態に係る眼科装置に組み合わ
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せることが可能である。
【０２５４】
　本実施形態に係る処理をコンピュータに実行させるプログラムを構築することができる
。
【０２５５】
　第１の例に係るプログラムは、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集された３次元デー
タを受け付けたコンピュータを、以下のプロセッサのそれぞれとして機能させる：この３
次元データに基づいて、眼底における所定の計測値の分布データを作成する分布データ作
成部；分布データが表す所定の計測値について予め作成された標準分布データの一部に対
応するデータを分布データが含まない場合に、所定の情報に基づいて分布データを補填す
るデータ補填部；補填後の分布データと標準分布データとを比較するデータ比較部。
【０２５６】
　第２の例に係るプログラムは、被検眼の眼底にＯＣＴを適用して収集された３次元デー
タに基づき作成された眼底における所定の計測値の分布データを受け付けたコンピュータ
を、以下のプロセッサのそれぞれとして機能させる：所定の計測値について予め作成され
た標準分布データの一部に対応するデータを分布データが含まない場合に、所定の情報に
基づいて分布データを補填するデータ補填部；補填後の分布データと標準分布データとを
比較するデータ比較部。
【０２５７】
　以上に説明した構成は、この発明の実施態様の例に過ぎない。よって、この発明の要旨
の範囲内における任意の変形（省略、置換、付加等）を施すことが可能である。
【符号の説明】
【０２５８】
１　眼科装置
２　眼底カメラユニット
４１　リトロリフレクタ
４１Ａ　リトロリフレクタ駆動部
４３　ＯＣＴ合焦レンズ
４３Ａ　ＯＣＴ合焦駆動部
５０　アライメント光学系
６０　フォーカス光学系
１００　ＯＣＴユニット
２１０　制御部
２１１　主制御部
２２０　画像形成部
２３０　データ処理部
２３１　分布データ作成部
２３２　補正値算出部
２３２１　第１算出部
２３２２　第２算出部
２３３　倍率補正部
２３４　データ比較部
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